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株式会社 ぶんか社
 


毒舌ＣＥＯと行く!?　溺愛快感クルーズ






黄田原秋生・著

うめ丸・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　河かわ上かみ理り沙さ子こ、三十歳。勤めて四カ月の、勤務先の最寄り駅に着くといつも思うのは、「ここは、地の果てなのかも知れない」と言うことだった。

　都会の出身ではない。どちらかというと、と言うより、そのものずばりの田舎者だ。田舎のＯＬが、勤めていた会社が倒産したのを機に、都会に憧れて、テレビでよく見るお洒落なこの街に上京してきた。はずだったのに。

（なんでこんなに、何もないの……？）

　埋め立て地を走るモノレールの、終点一歩手前の駅。そこが理沙子の勤務先の最寄り駅だった。終点は空港なので、それなりに人は乗っている。でも、理沙子と一緒に降りる人間はいつもいなかった。自動改札を抜ければ、そこは、片側三車線の広い広い道路と、行き交う大型のトラックやトレーラー、雑草が繁茂する空き地と、振り向けばどこかの会社の倉庫、遙か彼方にはキリンのようなクレーン、そんな殺風景が広がっている。

（ウチの田舎でも、こんなんじゃなかった）

　地元は田舎だったけれど、それでも山があって田んぼや畑があって、国道沿いには少しはお店もあって、人や動物の気配は濃厚にしていた。でもここには何も、ない。

　こんなはずじゃなかったのに。お洒落なオフィスビルで、人の行き交う繁華街で、都会の生活を楽しむつもりだったのに。なんでこんな、視界に人の姿も見えないような寂さびれた埋め立て地で、私は働く羽目になっているんだろうか。

　河上理沙子は春先の、薄く霞んだ空を仰ぎながら、諦めたように荒れた歩道に足を踏み出していった。




　見通しが甘かった、と言われたら、否定は出来ない。地元の短大を卒業後、コネでなんとなく就職した、親の知り合いの建設会社で九年、細々と営業事務をしていた職歴なんて、都会のハローワークでは、まるでないもののように扱われた。

（でも、あのまま地元にいたら、絶対、無理矢理に結婚させられた……）

　そこここに雑草の生えるひび割れたアスファルトを踏みしめながら、理沙子は唇を噛んだ。あの田舎では、無職の、未婚の、三十目もく前ぜんの女には、基本的人権すら与えられない。昨今の税収不足による公共工事の大幅な削減を受けて、勤務先だった建設会社が倒産した後、両親が持ち込んできた大量のお見合いの釣り書きを思い出す。

　親の言うとおりにしていると、一生地元から出られなくなる。

　都会に逃げることを決意したのは、その危機感からだった。縋すがる親を振り切って必死で逃げて、細々と貯めた小金を切り崩し、狭いワンルームマンションをなんとか借りた。初めての一人暮らしは楽しく、二、三カ月は自由を謳おう歌かしていた。しかし、決まらない就職先と段々と減っていく口座残高に追い詰められ、すぐに焦ることになる。そんな中、ハローワークで紹介され、藁わらをもつかむ思いで決めた就職先が、寂れた埋め立て地に建つこの会社の、船舶ディーラーの職だった。担当者の「条件は申し分ないのですが、場所が大変に不便で……」という半笑いの表情が忘れられない。

「確かに、ここじゃ、ねぇ……」

　モノレールの最寄り駅から、トレーラーの土埃を吸い込みつつ、歩いて二十分。その間にあったのはやたらデカい駐車場を備えたコンビニが一軒のみの、辺へん鄙ぴな埋め立て地の、そのまた果ての勤務先にやっと辿り着く。田舎のように車通勤できれば、と切実に思うが、車自体はローンを組むとしても、それプラスで都会のバカ高い駐車場代などは厳しそうで、どうにも購入に踏み切れないでいる。

『カモノハシ船舶販売株式会社』

　会社名にちなんだ、カモノハシのマスコットキャラクターがかわいらしく小首をかしげている、そんな看板を見上げながら理沙子はため息を吐いた。




「おはようございま〜す……」

　裏の通用口を社員用のキーで開け、どうせ誰もいないだろうと思いながら、事務所に足を踏み入れる。

「河上さんおはよ、今日も早いね！」

　ふくよかな優男が人懐こそうな笑顔を浮かべながら、社長席から理沙子に声をかける。

　珍しく鴨かも志し田だ社長が、理沙子より早く出勤していた。鴨志田社長は、前職はホストで、お店も何軒か経営していたそうで、顔立ち自体は悪くない。しかし如何いかんせん、本人は奥さんのご飯がおいしいから幸せ太りだ、と主張するお腹の脂肪が、イケメンさを半減させていた。今は、元ホストの名残は、金髪にしている派手目の髪型くらいかもしれない。

「……早くはないと、思いますけど……」

　事務所の営業時間は名目上は十時〜十八時で、定時は九時半から十八時半のはずだったが、社長は滅めっ多たに始業時間に現れることはない。就職してすぐ、やる気を見せなければと九時に出勤した理沙子が、小一時間も外で待つ羽目になったこともある。今では要領を掴み、九時半ぎりぎりに出勤するようにしているが、それでも定時で社長や、他の社員がいる事は稀まれだった。「いーのいーの、ウチ、フレックスだし！」などと、社長は暢のん気きに答えるけれど、元来きっちりした性格の理沙子は、定時までには出勤するのを止められなかった。

「いやいや、ここは河上さんで保ってるようなものだから。いつもありがとうね〜」

　自分の席に着き、パソコンを開く理沙子の目の前に、社長がコーヒーを入れて置いてくれる。社長がわざわざ社員にコーヒーを出してくれるなんて、田舎では考えられなかった。こういう気遣いも、元水商売の名残なのかと理沙子は思う。

「……ありがとうございます」

　入社半年にもならない新人に何を言っているんだろう、と胸の中に過よぎるが、口にはしないのが礼儀なのだろう。一言答えて、理沙子は今日の予定をチェックした。

　本日、十時の来客予定に『矢や野のＣＥＯ』の名前を発見し、理沙子の眉根が寄せられる。同時に、社長が珍しく早く来ている理由も理解した。

　矢野勇ゆう吾ごは、新進気鋭の通販会社の、いわゆる最高経営責任者だった。社長の大学の起業サークル仲間で、また、彼の会社の新設の流通センターが埋め立て地の隣のブロックにあるので、ここにはたまに訪れる。

「矢野さん、いらっしゃるんですね……」

　いかにも嫌そうな理沙子の声色に、鴨志田社長は苦笑する。

「河上さん、矢野くんのこと、めちゃ苦手だもんな〜」

「いえっ、苦手、という訳では……」

「今をときめく矢野勇吾だよ？　他の女の子なら、どうにかしてお近づきになろって、手ぐすね引いちゃうと思うけど」

　確かに、普通ならそうなのだろう。返す言葉もない。でも、どうしても、理沙子は彼に慣れることができなかったのだった。




　理沙子は、この会社に入って驚いたことがいくつかあった。

　入社する前は『船舶ディーラー』なんて職業には、全く馴染みがなかった。なんとなく、漁師さんや釣り好きのおじさん達に、漁船や釣り船を営業して買ってもらうような、そんな地味なものだと思っていた。実際、そういう会社もあるのだろう。しかしこの『カモノハシ船舶』は、高級プレジャーボートの販売や輸入、メンテナンスなどが主な業務だった。

　今の時代、プレジャーボートなどを購入しようとする層は、ずばり、富裕層ばかりだ。入社して間もない頃、軽トラで乗り付け、ふらっと事務所に入ってきた作業服のおじさんの、手にしたアタッシュケースの中に札束で三千万円ばかりが押し込まれていた時は、正直、住む世界が違う、としか思えなかった。「新しい営業さん？　ちょっと持っててくれるか？」なんて、ひょいと渡されたアタッシュケースの、ずしりとした現金の重さは今でも忘れられない。そのおじさんは、ここからほど近い漁港の漁協長さんで、そのあと、即金でクルーザーを一艘そう、お買い上げされていった。

　なぜ、寂れた埋め立て地の会社に、こんなにお金持ちの人が来るのだろう、なんて思っていたけれど、これは、鴨志田社長の水商売時代の人脈らしかった。鴨志田社長は、釣りの業界では名の知れた釣り師なのだそうで、勤務時間中も、近所の突堤に釣り糸を垂らしにいってしまうこともある。

「俺、釣りが好きでさ〜、ホスクラだとほら、夜遅くて朝起きられないじゃん。釣り行きたいから、そっちはみんな売っちゃって、こっちの会社興おこしたんだよね」

　一度、営業中に釣りに行くのはなぜか、なんてことを聞いてみたこともある。そうしたらそんな答えが返ってきて、理沙子は諦めた。完全にここは、鴨志田社長の趣味の会社なのだ。でも、その商売気のなさが逆に功を奏しているのか、青年実業家や有名人の釣り好きの人たちの中では鴨志田社長は有名で、そういった層がこの会社でクルーザーなどを購入してくれる。とても体格の良い、日焼けした男性が来社されたと思ったら、後日、有名なプロ野球選手だったのを知った、なんてこともあった。

（住む世界が、違う……）

　そう思ったのは、矢野ＣＥＯとの初対面の時もだった。

「河上さん、後学の為にさ、船上パーティー行ってみない？　プレジャーボートとか、今まであんまり乗ったことないでしょ。矢野勇吾にも会えるよ！」

　鴨志田社長の、自慢げな笑顔を見つつも、理沙子はピンときていなかった。

「……やの、ゆうご？」

「えっ、もしかして知らない？　ほら、通販の、ゼゼネットの、ＣＥＯの矢野勇吾だよ〜！　ＣＭもやってるでしょ？」

　ゼゼネット自体は、何回か利用したこともある。洋服やアクセサリーに特化した通販サイトなのだが、若者向けのセレクトショップのようにお洒落な品物がいっぱいで、サイトを眺めているだけでも着こなしの参考になって楽しい。田舎にいたときも、なかなか都会に服を買いに行けない地元の友人達が、こぞって利用していた記憶もある。確かに、あの会社のＣＥＯと言うならば、有名人だし桁違いのお金持ちなのだろう。

「あ、ゼゼネットは使ったことあります。流通センターが駅の近くにありますよね」

「そこの、最高経営責任者の矢野勇吾だってば〜。この前も、女優とどうとかでスクープになってたじゃん。あいつのプライベートの、船上ニューイヤーパーティーに連れてってあげるよ。俺、友達だしさ、去年はクルーザーも購入してもらってるし！」

　有名人と知り合い、と喧けん伝でんする社長の鼻はな高たか々だかな様子に、理沙子は苦笑いを隠せなかった。たぶん、豪華絢爛なパーティーなのだろうし、こんな、自分のような田舎者には身の置き所がないとは思ったが、これから自分が扱う商材がどんなものなのかは、実地で勉強していくべきだろう。それほど気は進まなかったが、理沙子は割り切って社長の誘いに乗ることにしたのだった。




　船上パーティーの当日、残りの業務を他の社員にまかせ、ヨットハーバーに社長と一緒に車で向かった。服装はよくわからなかったので、持っている中で一番高かったブラックのスーツにした。社長も似たような服装だったが、いつもよりノリを効かせているような、ぱりっとしたスーツを着ている。

「ま、内々のパーティーだからね。そんなにかしこまることもないよ〜」

　そんな、暢気な社長の言葉を信じた自分は、世間知らずだったのかもしれない。到着したヨットハーバーには何隻かの船が停泊していて、その中の、一際大きい、三十メートル近い全長の白い船を、社長は事もなげに「ここ」と指さしてくる。

「こ、これ何ですか……??」

「え、何って、クルーザー。メガヨットって呼ぶとちょっと小さいかな。去年ウチが納のう船せんしたヤツだよ」

　本当に、本当に別世界だと思った。冬の青空の下の真っ白な船体はまるで輝いているようで、思わず見とれてしまう。外から覗うかがえる二階建てのキャビンの中や展望デッキには、いかにも座り心地の良さそうな高級ソファーが何個も置かれている。

（これって、これって、個人で買えるようなものなの？　もう、家じゃん……）

　呆あっ気けにとられながら見上げるクルーザーにかけられたタラップから、男性が一人、降りてくる。背が高くて手足が長いな、というのが、遠目から見た印象だった。

「鴨志田さん、おけましておめでとうございます」

「矢野くんもあけおめ〜！　今年もよろしくな！」

　鴨志田社長が、手を振りながら、矢野ＣＥＯだと思われる男性に駆け寄っていった。そして軽くハグをしながら背中をたたき合っていて、親しいのは本当なのだな、と少し安心する。慌てて後を追い、その男性に理沙子は会釈する。

「矢野くん、こちら河上理沙子さん。新しい営業の子で、ボートの勉強させたいからさ、今日乗せてあげてよ」

「河上と申します！　本日はご招待ありがとうございました！」

　この人が、今の日本で有数のお金持ちなのか、と思うと、訳もなく緊張してしまう。最敬礼をして、一拍おいて顔を上げる。まっすぐに私を見つめる矢野ＣＥＯと、視線がかち合った。

　初めてまじまじと見る彼は、美しかった。男性に対して美しい、というのもおかしいのかもしれない。でも、そう形容するしか私には語ご彙いがない。背丈は百八十センチちょっとだろうか、手足が長くて顔も小さくて、すらりとした体型は日本人離れしている。服装は、仕立てのいい黒のスーツを藍色の開衿シャツでタイトに着こなし、シャープな印象を周囲に与える。焦げ茶色の髪はさらさらで、少し長めの前髪が右のおでこから鼻先までを隠しているのもミステリアスで素敵だ。透けるように白い肌と彫りの深い顔立ちは、外国人の血が混じっているのだろうか。瞳もよく見れば、黒というより深い緑色で、くっきりした二重からの視線は、私のなけなしの乙女心をときめかせるのに充分だった。

（すごい……、モデルとか、俳優みたい……）

「矢野です。どうも」

　愛想笑いなのだろうけれど、にこり、と薄ピンク色の唇で微笑まれると、ますます芸能人のようなオーラが増す。そして同時に、こんな美形で、こんなにお金持ちな男性の存在が、あまりにも自分の生きてきた世界と違いすぎて、なぜだが悲しくなってくる。今着ているスーツだって、手持ちで一番高いはずだったけれど、彼のオーラの前ではよれよれの安物しか見えない。

「あの、あの、よ、よろしくお願いいたします！」

　ぺこり、と音がしそうな程に勢いよく頭を下げて、理沙子は必死になってなんとか挨拶を返した。それほどに、彼との出会いは衝撃的だったのだ。そして、その後、彼が薄ら見せる笑みと共に呟いた言葉にも衝撃を受け、テンションはどん底まで突き落とされてしまった。

「……地味だな」






[image: ]






「えっ、あっはい、すみません！」

　頭からつま先まで一通り観察し自分を終わった矢野ＣＥＯの口から、そんな言葉を吐かれて、理沙子は反射的に謝罪してしまう。普段の自分なら、もしかしたら、「貴方にくらべたら、誰だって地味です」くらいのことは考えられたかもしれない。だけど、すでに色々と打ちのめされていた理沙子には、その一言が深々と突き刺さってしまう。

（地味……そうだ、私は、地味……）

　よれよれのスーツを着た、地味で、みすぼらしい三十女。そういう烙らく印いんを押された気にもなった。下を向いていると涙が滲にじみそうになり、慌てて顔を上げれば、見下すような目線が、目の前の美しい瞳から発せられている。そんな事実も、理沙子を落ち込ませた。




　気落ちしながら、鴨志田社長と矢野ＣＥＯと一緒にタラップを昇って、豪華なクルーザーに乗り込んだ。ゲストは私たちが最初らしく、中では何人かのスタッフ達が、パーティー準備に忙しく働いていた。豪奢な内装の十畳ほどのパーティールームのソファーの端に腰を下ろせば、まるで抱かれるかのように深く沈み込む。

「……しゃっ、社長。なんか、寒い……」

「え。どしたの、顔色悪いよ、河上さん」

　緊張とショックで血圧が下がっていたようで、理沙子の顔色は最悪だった。冬の寒気が吹き抜ける外とは違い、船内は完璧に空調されているはずなのに、背中から寒さが広がってくる。慌てて社長がスタッフを呼び止め、ミネラルウォーターを持ってきてもらった。一口飲むとやっと人心地がつく。理沙子は、社長に気になっていた事を耳打ちしながら質問する。

「あの、社長……、矢野さんって芸能人でいらっしゃるんですか……？」

「ええっ、そんなのも知らずに来たの？　だめだよホストの情報はちゃんと調べてこなきゃ〜」

「す、すいません……」

　そうだ、このパーティーは、商材の実地研修のようなものなんだ。自分の自覚のなさを素直に恥じる。

「いいよ、じゃ、軽く説明するね。えと、矢野くんは、ゼゼネットの創始者で、今は最高経営責任者なのはいいかな？」

「はい、大丈夫です……」

「矢野くんはお父さんがドイツの人だったかな。子どもの頃からモデルやってたんだけど、その副業で、ヨーロッパからのアクセとかの輸入と販売をちょっとやっててさ。それを同じ大学、あっ、二人ともＫ大なんだけど、同じ起業サークルだったボクがさ、ネットで販売してみれば？、ってちょっとアドバイスして、会社興して、それが今のゼゼネットになったんだよ〜」

　なるほど、社長とやけに親しそうな理由がやっとわかった。そして、別の事実にまた私は落ち込んでしまった。

「……社長、Ｋ大学だったんですか!?」

「あははは、高校の時は勉強出来たんだよ。まぁ、水商売が楽しくて、俺は中退しちゃったけど」

　照れくさげに笑う社長だったけれど、旧帝大のなかでも二強の、その一角の出身なんて、二人とも並の頭の良さじゃない。国立だし、お金やコネで入れるような大学でもない。

（桁外れにお金持ちで、あんなに美形で、その上に頭もいいなんて……）

　世の中には、天が二物も三物も与える人がいるのだと、不公平さに目が回りそうになる。そして、ひどい劣等感が理沙子の中に湧き起こってくる。

（それに比べて、私は……）

　人の生き様なんか比べられるものでもない。今の自分には健康な身体があって、馴染めそうな就職先もあって、ワンルームマンションという自分の城に帰れば、暖かい布団だって待っている。そう言い聞かせるけれど、矢野ＣＥＯの規格外のスペックには、理沙子の小さな自尊心なんてまるで塵ちりのように吹き飛ばされていった。

　その後のパーティーの様子は、正直よく覚えていない。目の前を、ものすごい美人のコンパニオンや、豪華絢爛なゲストや、あとはできたての世界の美食などが通り過ぎていったのを、断片的に記憶しているだけだ。けれど、理沙子の中には、矢野ＣＥＯに対する苦手意識が凝り固まっていったのだった。




　十時になり、理沙子は事務所のシャッターを開けて、ドアにかかった札を裏返し「営業中」の表示にする。この事務所だって割と謎だ。扱ってる商材がこんなに高額で、顧客は富裕層ばかりなのに、事務所も掃除は丁寧にしているとはいえ、高級そうには見えない新建材の建物だし、調度品も普通で手作り感もそこここに見える。

　理沙子が駐車場の掃き掃除をしていると、道の向こうから、見覚えのある高級車がエンジン音を轟とどろかせ走ってきた。ミニカーでしか見たことないようなイタリア製のスーパーカーが、駐車場に滑り込んできて転回し、スマートに停車する。低く唸うなるエンジンが切られ助手席のドアから降りてきたのは、カモノハシ船舶販売のもう一人の営業マン、青あお木きだった。軽い感じの茶髪のスーツの青年が、同じく軽い挨拶をしてくる。

「河上さん、おはようございます〰〰」

「ちょっ、青木くん、なんであなたが矢野さんの車に……！」

「えへへ〜、駅から来るときにすれ違って、拾ってもらいました！」

　青木は、営業社員としては一応は先輩のはずなのだが、二十五歳と歳下な上に、どうにも軽く、あまり敬意を持って接することができなかった。社長の経営していたボーイズバーで働いていたらしく、確かにそういうところなら売れっ子になれそうな、そんなノリだった。素直で底抜けに明るい人柄で、誰にでも、もちろん矢野にも人懐こく接することができているのが、正直うらやましい。

「俺が乗せてやった。こんな辺へん鄙ぴな場所まで徒歩なんてな、かわいそうだろう」

「矢野さんありがとうございました！」

　運転席からは矢野ＣＥＯが降りてきて、低い声で一言を呟く。今日はラフに、黒のＶネックの無地のＴシャツにダメージジーンズ、足下はエンジニアブーツという普通の格好なのに、元がいいからか、見とれてしまうくらいに格好がいい。

「矢野くんおはよ、どうした？　メンテナンス？　青木くんもおはよーさん」

　事務所に戻れば、鴨志田社長がフランクに話しかけていた。理沙子からしたら怖くてしかたがない矢野に、社長は軽く声かけできるのが不思議でしょうがない。自分のデスクに戻って、事務作業を始め、話しかけられないように気配を遮断してみる。

「鴨志田さぁ、社員にちゃんと給料出してるのか？　青木、まだ車買えてないじゃないか」

「えっ、ちゃんとお給料はもらってますよ！　ボク、借金あるから、そっち先に返してるだけですよ〜」

「出してる出してる！　なぁ、河上さん？」

　声を合わせて、青木と鴨志田社長が反論した。そして、こちらにも話を振ってきて、パソコンの画面に隠れるようにしている理沙子に、矢野からの鋭い視線が注がれる。

「あっ、はい、思ったよりも、その、いただいて、ます……」

　視線の圧力に負けて、語尾が掠かすれて消えていく。できれば、矢野ＣＥＯの対応は社長に任せたいのに、なんでこっちに話を持ってくるのだろう。

「ふん、君もまだ徒歩通勤なんだろう？　同じく借金か？」

「いえ……、借金は、ないです……けど………」

　来客用のソファーから、矢野さんがこちらに歩いてくるのに怯えつつ、なんとか言葉を振り絞る。きっとこの人には、お金がないなんて感覚はわからないんだろうな、とか頭の隅に浮かんでくる。

「……インセンティブ、入るな？」

「出るよ！　本体代金の三パーは営業に渡してるよ！」

　パン、と私のデスクに音を立てて勢いよく手をつき、矢野は振り返りながら社長に尋ねた。答える鴨志田社長は、矢野の意向を汲んだらしく嬉しげで、商売人の顔になっている。

「今日は、メンテナンスの依頼だけにしようかと思っていたけれど、気が変わった。今の船より小型の、スポーツクルーザーがちょうど欲しかったからな、購入しよう。それで、この、河上くんの営業成績につけておいてくれ」

　一瞬、何を言われたのか理解が出来なかった。

「え〜いいな〜！　ボクもインセンティブ欲しいです、矢野さん！」

「青木は、前の時にもらってるだろう。今度、異業種交流会に連れてってやるから我慢しろ」

「合コンですか！　やった！　あ、でも、ボクは月木土はおばあちゃんのデイの迎えがあるから、十九時以降でお願いしまーす」

　ちゃっかりとそんな約束を取り付けて、青木も自分のデスクに帰って行った。

「はいはい、毎度ありがとう。じゃ、カタログはこちら！」

　鴨志田社長は早速、来客用のテーブルにカタログの束を置いて、矢野を手招きする。理沙子一人が事態を飲み込めず、目を白黒させていた。

「ほら、担当営業なんだから、河上くんもこっち来て」

（担当営業？　私が？　矢野さんの？）

　社長の言葉をのみ込みきれないが、とりあえず理沙子は社長と矢野の座るテーブルの端っこに着席した。

「た、担当営業って、なんですか？」

「え、矢野くんがさ、河上さん気に入ったみたいだから、担当してもらおうかな〜って。ウチで一番の上客だよ！　インセンティブいっぱい稼いでね！」

　漫画だったら、え？、という疑問符が、理沙子の周囲に大量に浮いていたことだろう。予想外の一言に矢野の表情を見ると、なぜか満足そうに唇を曲げていた。

（え、えええ??）

　こんな雲の上のような人に気に入られるなんて、そんなことはありえない。顔を合わせたのだって、あの船上パーティーと、あと二、三回、この事務所にメンテナンスやその他を依頼しに来たときだけだし、どういうことなのだろうか。いくら考えてもわからない。

　矢野ＣＥＯのことは、決して嫌いではない。その逆で、本当は憧れていて、それ以上に羨ましくてしかたがないのだ。でも、身の程知らずにも比べてしまう自分が嫌だから、なるべく距離を置きたいと思っている。それだけなのに。

「ほら、もっとこっち来て。営業の勉強ができるチャンスだよ、この機会を逃すのはもったいないよ」

「そうですよ、河上さぁん〜、ボクだって矢野さんの担当したいです！」

「青木はいい加減だから嫌だ」

　青木の嘆きを、一言で切り捨てる矢野には、理沙子も少し笑ってしまった。確かに、気が進まないのは事実だけれども、勉強をするにはいい機会なのだ。それに、この会社を逃したら、ここ以上に条件のいい就職先があるとは思えない。問題は、自身の劣等感だけなのだ。理沙子は自分にそう言い聞かせ、『これから、船舶ディーラーとして生計を立てていく』との自覚も新たに、改めて矢野ＣＥＯに向き直った。

　矢野ＣＥＯの担当営業となって二カ月が経った。一言で表すと、矢野は「超超超上客」だった。あのあと、本当に数千万円のスポーツクルーザーを、即金でポンと買ってくれたし、そのインセンティブも理沙子に臨時賞与の形で支給された。振り込まれた額面は、前の会社の半年分の給与を上回っていて、記帳したあと、何度も見直すぐらいだった。

（これなら、中古の軽くらいなら、買えるかな……）

　そう頭に浮かんでくる。これからは梅雨の時期だし、明ければ暑くなる。冬の極寒の埋め立て地の、凍死するかと思うくらいの辛かった通勤路を思い出すと、毎日あんな思いをするなら早く買いたい、としか考えられなくなる。

　善は急げだ、買ってしまおう。そう考えると、気分が高揚してくる。もう親元ではない、自立した社会人なのだ。自分で稼いだお金の使い道を、親に相談しなくても自分で決めていい、という今の状況が、理沙子には大きな喜びだった。

「お、初の自家用車通勤か、いいね！」

　理沙子が自動車を購入して初めての通勤日、鴨志田社長が早速声をかけてくれた。たいした買い物でもなかったけれど、悩んで選んだ車なので、そう言ってもらえると嬉しくなる。都会に来てからはずっと運転していなかったから、少々の不安はあったけれど、埋め立て地の広い道路は大型車が多い以外は走りやすく、これなら車通勤も続けられそうだ、という安堵もあった。

「河上さんいいなぁ、ボクも乗せてくださいよ〜」

「……ちゃんと始業時間に来れたならね」

　だいぶ気安くなった青木が甘えてくるけれど、いつも始業時間どころか、下手したら営業開始にも間に合わないような彼を同乗させて通勤するのは無理だろう。そう冷たく返すと、青木はちょっと唇を尖らせる。

「うぅ、努力、します……」

「まぁまぁ、ウチはフレックスだから！」

　鴨志田社長は、ちょっと落ち込んだ青木の背中をばんばん叩いてねぎらっていた。

（ここは、鴨志田社長で保ってるよね）

　勤務してからだいぶ経ち、この会社のゆるい社風は、鴨志田社長の人徳が占める割合が多いんだろうな、なんてことを理沙子は理解してきていた。鷹おう揚ようという表現がぴったりの、懐の深い彼の作るゆったりとした雰囲気が、この辺鄙な場所にある会社に人を呼び寄せているんだろうと思う。この会社に就職して良かった、と理沙子は改めてそう思った。

　アポなしで突然、矢野ＣＥＯが現れたのは、その日の午後、終業時間が近づいたあたりだった。

「鴨志田ぁ〜、疲れた……」

　珍しく、疲労した様子の矢野がソファーに腰を下ろすと、鴨志田社長に向けて愚ぐ痴ちりはじめた。なんでも新規事業でトラブルがあったらしく、対応に追われていたそうだ。詳しいことは社外秘なので言えないそうだが、矢野ＣＥＯも、鴨志田社長の癒やし系なところを求めてここに来ているのだ、と考えるとだんだん微笑ましく思えてくる。

「矢野くん元気出しなよ、あっ、河上さん車買ったんだよ、見させてもらったら？」

　鴨志田社長はまた、理沙子に話を振る。ちょっと前なら恨めしく思っただろうが、今は少しは苦手意識も薄まっている。

「あの、この前のインセンティブで購入させていただきました。ありがとうございました」

　こっちを見てくる矢野に、恐縮しつつ謝辞を述べれば、やっぱりどこか嬉しそうに唇が持ち上がった。

「見せて」

「いえ、その、ただの中古の軽ですし……」

　ちょっといたずらっぽい顔でこちらに迫ってくる矢野だったが、いつも乗ってくる彼のスーパーカーに比べれば、吹けば飛ぶような安い軽自動車を見せるのは恥ずかしい。一生懸命に固辞しようとしたけれど、結局は押し切られ、理沙子は会社の駐車場の隅に止めた、水色の軽に案内せざるをえなくなった。

「何円？」

「えーと、込み込みで四十万でした、けど……」

　値段を聞いた瞬間、矢野は驚いたように目を見開く。

「その金額で買えるのか？　すごいな。ウチの車の値段なら百台以上買えるぞ」

「矢野さんの車が高いんですって！　みんなこんなもんですよぉ〜」

　車を見に後ろから着いてきていた青木が、フォローを入れてくれる。少し感謝するけれど、やっぱり安い車なんだ、と訳もなく恥ずかしくなってしまった。

「排気量は」

「軽なんで、六百六十ですが……」

「おもちゃだな。こんなものが本当に走るのか？」

　日本の狭い道にはこれくらいでちょうどいいんです、通勤に使うくらいだから、そんなに高性能でなくてもいいんです、なんて言い返したかったが、矢野の前では負け惜しみにしかならないだろう。そんな言葉をぐっとのみ込んでいると、矢野は、予想外の台詞を言ってくる。
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「運転してみたい。いいか？」

「えっ？」

　なんと答えようか迷っていると、いつの間にか来ていた鴨志田社長が後押しをしてくる。

「いいんじゃないの？　もう事務所も閉めるから、君たち荷物取っておいで。青木くんは俺が駅まで送ってあげるよ」

　まだ、営業終了まで五分はあるのに、社長はすっかり身支度を終えて、事務所の鍵をぶらぶらさせていた。釈然としない気持ちを抱えつつも、青木と理沙子は急いで荷物を保って駐車場に再集合する。

「矢野さんは車、どうするんですか？」

「連絡はしたからな、大丈夫だ」

　青木の言葉を聞いて、そうだ、乗ってきた車はどうするんだろうか、と不思議になった。少し待つと、黒のセダンが現れて助手席からはスーツの男性が一人降りてくる。と思ったら、矢野さんに会釈を送り、素早くスーパーカーに乗り込み、彼らが乗ってきた車と共に去って行った。手際の鮮やかさに、理沙子たち三人は見とれてしまう。

「か、かっこいい〜！」

　青木などは、うっかり声も出ていたが、確かにかっこよかった。ポーカーフェイス気味の矢野も、どことなく得意そうだった。

「行くぞ」

　矢野ＣＥＯが手のひらを指しだし、その上に私はキーを置く。もう、彼が運転するのは決定事項なのだ。いろいろと諦めて、理沙子はその意向に従うことにした。きっと、会社の流通センターまでとか、そのくらいだと思うし、運転技術は、理沙子よりよほどあるし、事故などは起こすことはないだろう。

「じゃあね〜、お疲れ様」

「河上さん、また明日！」

　鴨志田社長と青木も、社長の車に連れ立って乗って出発していった。理沙子も、自分の車の助手席に乗り込む。

「狭いな。まぁ、レースカーのコックピットに比べればマシだが」

　矢野さんは長い足を折りたたみ、狭そうに軽自動車の運転席に収まっている。ガタガタとシートをスライドさせたり、リクライニングさせたりで、ベストポジションを探っているようだった。

「……こんなものか。エンジンキーは回すのか。懐かしいな」

「……あの、普段エンジンはどんな風に」

「生体認証だ。指紋でエンジンは起動する」

　今の技術はそんなことになっているのか、と理沙子は素直に感心してしまった。そんな、最新鋭の超高級車にいつも乗っている矢野さんが、今は私の買った型落ちの格安だった軽自動車に乗っているのかと思うと、どこか面白くなってくる。

「シフトレバーはこれ、サイドブレーキは……」

　触って確かめている様子も、今まで完璧超人にしか見えなかった矢野さんの、ちょっと人間くさい側面が見えてくるようで、理沙子は少し安心していた。

（矢野さんも人間なんだな……）

　ルームミラーを調整する端正な横顔は相変わらず美形だったが、初対面の時のような威圧感は薄らいでいた。

「よし」

　声と共にエンジンキーが回され、軽いエンジン音が車内に響く。矢野は苦笑し「軽いな」などと独り言を呟いていた。

「自宅は登録しているのか？」

「はい。え、どうしてですか？」

　矢野はナビの画面を操作しながら、理沙子の自宅を探しているようだった。そして目的地を設定し、すぐにナビが音声を発しはじめる。

「いえ、その、矢野さん。なんで私の自宅まで……？」

「ん？　運転していいのだろう？」

　運転したいといっても、この人の会社の流通センターくらいまでだろう、なんて思っていた自分が悪い。自宅までなんて聞いていない。しかし、これもきちんと確認を取らなかった自分のミスだ。理沙子はさらに諦めて、矢野の行動に従うしかなくなっていた。

「……はい……、安全運転でお願いします……」

　うなだれて蚊の鳴くような声で返す理沙子を尻目に、軽自動車はエンジン音も軽やかに発進していく。

　運転中は、矢野はどことなく楽しそうに見える。

「すごいな、いくら踏んでもスピードが乗らない。初動も遅すぎる。エンジン音も酷ひどい。よくこんなモノを運転できるな」

　そう悪態をつきながらも、ハンドルさばきも軽やかに、ナビの案内に添って車は理沙子の自宅にどんどんと近づいていく。

（……よく考えたら、これは、ドライブ？）

　理沙子は埋め立て地を抜ける橋の上に差し掛かった際、そんなことに気づいてしまった。仕事上の付き合いとはいえ、今、自分は、日本有数のお金持ちの、しかもとんでもない美形の男性と一緒に、この狭苦しい軽自動車の車内にいるのだ。鼻で息を吸い込めば、矢野の香水なのだろうか、シトラスに近いような爽やかな香りが感じられた。

　自然と、拍動が激しくなっていく。運転する真剣な横顔や、ハンドルを握る男らしい血管の浮いた手の甲が視界に入り、一瞬にして頬が紅潮してしまった。慌てて視線を逸そらせば、車窓からは都会の、夕闇に染まりかけ、ところどころにイルミネーションの点ともるロマンチックな景色が拡がり、ますます理沙子の中の乙女心を刺激してくる。

（ダメダメ、絶対に矢野さんはそんな風に私を見ていない。私はただの、担当ディーラーなんだから、そんな風に思うなんて失礼だ）

　そうだ、この人は軽自動車が物珍しかっただけだ、ちょっと運転してみたかっただけなんだ。

　理沙子は、助手席から流れる道路を見つめ思考を飛ばし、なるべく隣の矢野を視界にいれないように努める。車内にはしばらく、ナビの音声と、軽快なエンジン音だけが響いていた。

　理沙子にとって息の詰まるようなドライブを終え、車はするすると、マンションの駐車場に入庫する。やっと着いたとほっとするが、降車した矢野は理沙子にキーを返しつつ、またとんでもないことを口にする。

「ここに住んでいるのか？　訪ねてもいいか？」

　矢野さんが、理沙子のマンションを指さし聞いてきた。すっかり日の暮れた暗い空を背景に、築二十年のマンションは人の営みの灯りを点しながらそびえ立ち、夕食の香りも漂ってくる。そんな、いかにも生活感の溢れるここに、矢野が何か用などあるのだろうか。

（ん？　訪ねて、って、ウチに??）

　理沙子は混乱してしまう。

「え、訪ねる、って私の家……」

「そうだ。河上くんの自宅だが。いいか？」

　感情の読めないポーカーフェイスで、矢野はそう、返してきた。許していいのだろうか、理沙子は逡巡してしまう。

　自意識過剰になってはいけない。私のような地味な三十女に、この人が興味があるはずはない。この人はきっと、こんな古くて狭いマンションなんか見たことがないんだ。ただの好奇心なんだ。そう自分に言い聞かせて、理沙子は首を縦に振る。

「あの、大丈夫です。お茶くらいなら、お出ししますし……」

　おずおずと言えば、矢野の硬い表情が、少し和らいだように思えた。




　二十平米の小さなワンルームが、理沙子の都会の城だった。その小さな部屋に、長身の矢野が来れば、ますます部屋が狭苦しく感じられる。

「狭いな」

　ぽつりと呟かれ、理沙子は身の置き所がない。狭い部屋は掃除がしやすいので、綺麗にはしていると思うのだけれど、それでもカーテンレールの、部屋干しの洗濯物などを恥ずかしく思う。

「手狭ですいません、こちらへ……」

　少し蒸し暑い部屋のクーラーのボタンを押し、ベッド脇のローテーブルの脇にクッションを置き、矢野に座ってもらう。お茶はペットボトルのお茶でいいだろう。この部屋に来て初めて、テーブルにコップが二つ並び、そういえば来客を迎えるのも初めてだったな、と頭に浮かんできた。

　矢野は何が珍しいのか、ぐるぐると部屋を見回し、何かを興味深げに見ている。理沙子も向かい合うように座ると、知らない間に緊張していたのか、乾ききっていた喉をお茶をあおって潤うるおした。

「お疲れ様、河上さん」

　目の前の矢野が、少し口角をあげて挨拶をしてくる。いつもの自分の部屋に、まるで、テレビから出てきたような美形の有名人がいる、という現実が、理沙子の中で消化しきれないで渦を巻いている。

「あ、ありがとうございます。その、矢野さんもお疲れ様でした……」

　ガチガチに緊張しながら深々とお辞儀をすれば、矢野が喉の奥でくつくつと笑うのが耳に届いた。

「本当に狭くてごめんなさい。こんな部屋、その、矢野さんにはみすぼらしいですよね……」

「俺も、こういう部屋に住んでいたことがある。……俺の部屋ではなかったな。当時の彼女の部屋に転がり込んで、ワンルームに二人で住んでた」

「えっ？」

「……ああ、いや、女性の前で話すことではなかったな」

　こんな、貴公子然としたオーラを漂わしている矢野ＣＥＯに、そんな過去があったなんて、と目をぱちくりしていると、目の前の彼が頭をかきながらため息をついた。

「そんな顔をするな。俺だって最初から成功していた訳じゃない。通販会社を興してしばらくは、収支は赤字が続いていた。鴨志田社長にはその頃、さんざんに融資や宣伝や、お世話になった。彼は恩人だ。今、俺がこうやって成功できているのは、鴨志田のおかげなんだ」

　その言葉に、理沙子も大きく頷きながら返事をする。鴨志田社長と出会っていなかったら、私は今、都会に住んでいられてないだろうし、こうやって、矢野ＣＥＯみたいな有名人と知り合う機会もなかっただろう。

「私も、私も社長を恩人だと思ってます。社長がいなかったら、私はきっと貯金が尽きて、田舎に帰るしかなくなって、たぶん、今頃は親の決めたお見合い相手と結婚させられていたと思います……」

「……そうか。それなら、そういう意味でも、鴨志田は俺の恩人だな」

　矢野の言う意味が、理沙子にはよくわからない。

（ん？　どういう意味……？）

　その言葉に引っかかるが、理沙子は続く台詞を全力で否定するのに必死になるしかなかった。

「……まあ、俺は君に嫌われているが」

　自嘲気味に呟く矢野に、理沙子はかぶせるように語り掛けた。

「き、嫌いでは、ないです！　なんていうかその、矢野さんがスゴい人すぎて、私なんかが関わってはいけないんじゃないか、って、気後れして……。あの、避けるようにしていたのは、申し訳ありません……」

　理沙子の言葉を、矢野はほとんど無表情で聞いていた。そうだ、避けるようにしていたのは自分なんだ。誤解させてしまって、失礼なことを続けていて申し訳ない。今までのお詫びも兼ねて、理沙子はまた、テーブルに額が触れるくらいに頭を下げる。

「わ、私、どちらかというと矢野さんのこと好きです。すごい努力されて、成功されてて。自分が矢野さんに届かないからって、卑屈になっていました、すいません。ただ羨ましかっただけなんだと、思います……？」

　俯うつむく理沙子の頬に、何かが触れる。それは冷たい男性の指先で、これは何だろうと上を向けば、今まで見たこともないような柔和な表情の矢野が、手を伸ばし、つうと理沙子の頬を撫でていた。

「え、あ、あの、矢野、さ…」

　綺麗な、本当に綺麗な、作り物のような顔が理沙子に近づいてくる。目が閉じられない。車の中で嗅いだ、シトラスの香りがしたと思えば、ふ、と唇にあたたかいモノが押しつけられた。

「あ、あの、ちが……」

「黙れ」

　離れた唇が少し動き、低い声が耳に届いた。そして、どちらかというと黙らせるかのような動きで、理沙子の唇が塞ふさがれた。

（キスだ）
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　キスだ、いま、自分は、キスをしている。頭に血が上り、思考がまとまらない。慌てて目を瞑ると、ぬる、と生温かい舌が口内に差し込まれた感覚を、ダイレクトに与えられ、鼓動がどくんと跳ね上がった。

「ちが、あの、わ、私、違うんです、違う……」

　ぐい、と両脇に手を入れられて、ベッドの上に身体が引き上げられた。理沙子だって処女じゃない。だから、矢野が何をしたいのか、そんなことはわかる。でも、最後の彼氏はもう六年も前で、それ以来は何も浮いた噂はなかったのだ。

（て、抵抗しなきゃ、でも……）

　身体が固まり動かない。仰向けになった理沙子の上に、矢野の均整のとれた肢体が覆い被さり、再びの深いキスを受ける。間近で、本当に目の前で見る矢野の顔は、整いすぎていてまるで作り物のようで、その綺麗な顔が苦しげに眉根を寄せる様子に、理沙子の胸の奥が掴まれるように痛くなった。

「んぐ……っ、む……」

　顎を掴まれ、口を開けるように促うながされ、ぬろりと違う生き物のような舌に口の中や歯列の全てを舐められる。上気した頬が熱く苦しくなって、理沙子は力の入らない腕をなんとか突っぱね、矢野の上半身を引きはがした。

「違うんです、私っ、そんなつもりはなくて、許してください、矢野さん……っ」

　いつの間に涙が溢れていたのか、滲んだ視界にぼやける矢野の表情が、険しくなった。

「……俺が、嫌いか？」

　搾り出すような声に、理沙子の胸がまた軋きしむ。

「き、きらい？」

（わかんない、わかんないよぉ。きらい？　いや？　嫌なのかな……だめ、うまく考えられない……）

　思考がかき回されたようにぐるぐると回転する。

「嫌なら、嫌と言ってくれ。拒絶してくれ。今ならまだ」

　間に合うかもしれない。ぎゅうと抱きしめられて、殺し文句を耳元で囁かれてしまう。

　ダメだ、だめ。

（私は、この人を拒絶できない）

　理沙子は、身体の力を全て抜き、矢野に完全に身を委ねた。潤んだ瞳は矢野の必死な姿を映し、衣服がどんどん剥がされていく。ブラジャーがずらされ、理沙子のささやかな二つの膨らみが外気に晒された。矢野はその頂点に硬く膨らむ小さな果実にかぶりつき、強く吸い上げる。

「ひ、んっ」

　ぴくり、と肩がすぼめられ、理沙子の呼吸か浅く早くなっていく。ちゅく、ちゅくと乳首を吸う音が恥ずかしく、理沙子の身体の芯が火照っていった。じわ、と重たい性感が胸の愛撫に合わせて染み込むように広がっていき、額には汗の粒が浮いた。

　手慣れた矢野の愛撫も、理沙子の心を曇らせる。きっとこの人は、私なんかよりも、もっと綺麗な女の人といっぱい経験を詰んでいる。比べられないだろうか、胸の小ささに呆れられたりしないだろうか、そんな事も考えてしまう自分が嫌だった。

「あの、すいません、胸小さくて……、んっ」

　矢野は、その言葉を聞いてわざとその尖りに軽く歯を立てた。

「バカな事を言うな、君は綺麗だ」

「あ、そんなこと、っ、ないです……」

　あの、船上パーティーのコンパニオンにいたような、グラマラスな美女達に比べれば、貧相で痩せた身体だろう。理沙子の不安をよそに、矢野の指先は胸から下、腹部からその下の翳かげりに向かっていった。スーツのスカートも脱がされ、ストッキングの中に指を差し込まれ、ショーツ越しに秘部に触れられた。

「ひぁ、んんっ！」

　布越しなのがもどかしく、思わず太ももを閉じてしまうが、それも利用されて、くるくると素早く下半身の布きれは取り払われてしまった。




　すっかり裸となり、残っているのは鎖骨にひっかかったブラジャーのみとなった理沙子の身体をまたぎ、矢野は自分の服も脱いでいく。それほど大きくも見えなかった矢野だったが、Ｔシャツを脱げばその下は鍛えられた胸筋が盛り上がり、理沙子の胸がまた高鳴った。蹴飛ばすように、ジーパンもボクサーブリーフも脱いでベッド下に落とした矢野は、理沙子の足首を持ち、大きく開脚させてしまう。

「や、やぁぁ……恥ずかしい、です……っ」

　何もはいてないソコを露あらわにされて、理沙子の頭が羞恥でいっぱいになった。矢野はうずくまると、理沙子の大陰唇を押し開き、その中の秘裂を明るい電灯の下に晒す。

（そんなところ、っ）

「いや、いやぁ……」

　もじもじと腰をくねらすけれど、そんな反応は男の中の欲望を煽るだけだった。濡れる性器の中で硬くしこる肉芽に、矢野は唇を寄せた。

「んうぅっ！　や、やぁぁっ！」

　理沙子の薄い腹筋が波打ち、背中が反らされた。鮮烈な刺激がダイレクトに脳に送り込まれ、理沙子の中の快感を引きずり出していった。舌はクリトリスを掠かすめ、その下の膣口に潜り込んでいく。ぬめぬめと熱い何かが胎内を舐るその感触に、理沙子は身悶えする。そして、指がクリトリスを摘まみ、その包皮を丁寧に剥むいていく。裸にされてひくひくと震える肉の豆に、今度は舌が這わされ、ねっとりとした愛撫が加えられた。

「は、っ、やのさ、矢野さん……っ、んうっ！」

　きゅうと、性器の中でも敏感な箇所をまとめて吸い上げられ、理沙子の腰が浮く。浮いた腰は何かを欲しがるように淫いん靡びにくねらされ、矢野の愛撫の全てに応えようとする。

（きもちいい、こんなの、はじめて……っ）

　忘れかけていた、肉体の悦よろこびに理沙子の身体は大きく跳ねた。

「くふ、う、うぅっ、あ、やぁ、何か、なにかきちゃ、うぅ……！　いく、イッちゃいます、っ!!」

　内ももが攣つりそうなほどに細かく震え、理沙子は絶頂した。かく、かくと痙攣する腰を押さえつけられて、矢野の執拗な愛撫は続行される。クリトリスを吸い上げ、膣に潜らされた指に、中を好き放題にかき回されて、二度、三度と続く絶頂が、理沙子の思考を焼き切っていった。Ｇスポットを発見されてしまい、そこを押されると簡単にイッてしまう、なんてことを身体にたたき込まれる。理沙子の性器は、どこを触れられても快感を返し、理性が振り切れるほど隅々までを嬲なぶられ尽くされていた。
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「ひゃう、うぁ、あ、またいく、イクイク、やだ、も、ゆるひれ、お、おひ、あああ、イクの、もぉやらぁ、あぐ、うううっ!!」

　だらしなく開けた口から唾液を垂れ流し、髪を振り乱しながら悲鳴のような嬌声を漏らす。そのまま、矢野の愛撫は丹念に、機械的なほどに十分以上続けられて、解放された時にはもう、理沙子の意識はうっすら飛びかけていた。

「……っ、は、はぁ……っ、ん……、ぅ…………」

「理沙子」

　矢野の、情欲を孕はらんだ声が耳朶に注がれ、その声にすら、理沙子の体はぴくりと反応を返してしまうほどに蕩けていた。完全に陥落し、濡れそぼっにひくつく入り口にぴたりと熱い亀頭が押しつけられ、それは圧迫感を持って理沙子の狭い通路を暴いていった。愛液をまとわりつかせた欲棒は性感帯を抉り、ぬるつく膣壁との摩擦は、全てが快楽へと変換されていった

「んぐ、うぅうううっ、う、んぐ……っ！　う、あああ、あ、あぁ……!!」

　挿入されただけで、理沙子は頂点まで追い上げられてしまう。ずくん、と奥の、子宮口の周辺まで届くその重量感と途方もない熱さに、内部が自然と痙攣し、矢野の陰茎を誘うように締め付けてしまった。

「すご、きもちい、理沙子……っ。無理だ、手加減できない。いいか……？」

「え、えっ？　い、あ、あああ、あっあっあっあっ、あっ……、ああああああっ!!」

　がつん、と恥骨同士がぶつかるほどに、最初の一撃がたたき込まれる。奥を抉えぐられる熱さは、痺れるほどの快楽を電撃のように全身に走らせ、その余韻が引かない中、連続で抽送が加えられ、理沙子は快感に堪えきれずに泣きじゃくるような悲鳴を上げながら、頭を左右に振り続けた。

「やぁ、これ、あああっ、あっ、もぉ、や、っ、きもちいい、きもちいの、もぉ、やぁああっ!!」

　おかしくなる。頭が真っ白になってしまう。快楽が全身を支配して、頭もお腹の中も何もかもかき回されて、まるで人形みたいに揺らされて、それが気持ちいい。

（しんじゃう）

　息ができない。息ができないから、口をぱくぱくさせていると、それをキスで塞がれる。苦しい。気持ちいい。くるしい。

　そんな相あい反はんした感覚が代わる代わる現れて、理沙子の視界がいきなり暗くなり、落ちた。

「理沙子、りさ……、っ」

　耳に届いてきたのは、そんな悲鳴のような切ない矢野の声で、その声色にじわ、と胸の奥が熱く、痺れたようになったのが、最後の記憶だった。




　体が痛い。

　朝だ、なんて、窓から差し込む光を見て、そうぼんやりと思う。なんでこんなに、体の節々が痛いのだろう。

（……何で、裸？）

　薄いタオルケットに包まれた自分の身体は全裸で、理沙子は首を捻った。目を瞑って、昨夜のことを思い出す。

（あ、私、矢野さん、と……）

　がば、と跳ね起き、部屋の中を見回す。昨夜、自分は。

　部屋の中には、見慣れた自分のもの以外は何もなく、誰の気配もなかった。ただ、流しの横の洗い物置きに、コップが二つ洗われて置いてあったのと、洗濯機の中の丸められたシーツが、昨夜の記憶を呼び起こしていく。

「どうしよう……」

　理沙子は顔を覆おおう。

（……とりあえず、今は、何時？）

　テーブルの上のスマホを手に取れば、今はまだ早朝だった。とりあえず、遅刻はしないで済むだろう。そしてロック画面に浮かぶ数通の宣伝メールの他に一通、ＳＮＳから通知があった。

『こちらが私用携帯になります。勇吾』

　その文面に、理沙子はもう一度頭を抱えるしかなくなっていた。











　枕営業。

　朝、全裸で起床してから頭の中をぐるぐる回るのは、そのような言葉だけだった。何回も頭かぶりを振って追い出そうとするけれど、河かわ上かみ理り沙さ子この脳裏からはどうしても、その言葉がはがれることはなかった。

（お客さんと、寝てしまった）

　昨夜の事実が、後悔となって理沙子に押し寄せてくる。真面目に、地味に生きてきたつもりだったのに、奔ほん放ぽうな性生活からはほど遠い理沙子の、堅実なモラルでは許しがたい関係を、顧客である矢や野の勇ゆう吾ごと結んでしまった。矢野は興味本位に、理沙子の中古の軽自動車を運転してみたかっただけで、たぶん豪ごう奢しゃな自宅とは違う、狭くて古いワンルームマンションを見てみたかっただけで、ただそれだけだった、と思う。うっかり理沙子が女の一人暮らしの家に上げてしまったせいで、きっと矢野は誘われたと勘違いしてしまった。勘違いさせてしまった自分が悪いのだ、と理沙子は何度も後悔する。

（矢野さんとは、お付き合いもしてないし、デートどころか、二人で行動するのも初めてだったのに、それなのに、セックス、しちゃった、よね……）

　理沙子にとって許しがたいのが、その行為が、今までに経験したことがないほどに、気持ちが良かったことだった。矢野の指先は理沙子の性感帯を的確に探り当て、理沙子は執拗なその愛撫に、何度も何度もイキ果てた。最後はあまりの快楽に意識が飛び、失神までしてしまった。それだって、理沙子にとっては初めての経験だった。

（こんなに、セックスが気持ちいいなんて、知らなかった。恋人でもない男性に抱かれて、あんなに感じちゃう、なんて……）

　昨夜の行為を思い出しながら記憶をなぞれば、さんざんに犯され、暴かれてしまった自らの胎内が、あの時の矢野の質量を反はん芻すうするように、じんわりと潤うるんでくる。理沙子は慌てて股間を押さえ、その感覚を消すように頭を振る。

（いや！　でも、別に身体からだの関係と引き替えに商品を購入してもらった訳じゃないし、私の方から誘ったわけでもないし……）

　どんなに言い訳をしようと、後ろめたさは到底ぬぐえない。矢野からの誘いとはいえ、断る機会も与えられたのに、自分は、断らなかったのだ。

（……矢野さんの、あんな必死な顔、見た事なかった）

　昨夜の、矢野の表情は初めて見るものばかりで、あの美しい顔立ちが、自分を求めて切なげに歪む様子を間近に見てしまえば、もう、昨夜の理沙子には断る、という選択肢はなくなってしまった。

　あとは、一抹の下心もあったのも否定は出来ない。

　誰もが振り返るだろう芸能人のような容姿に、急成長を遂げたベンチャー企業のＣＥＯという社会的地位、そして、莫大だろうと思われる資産。彼と肉体関係を結びたいと思う女性は、いくらでもいるだろう。ここで矢野の誘いを受け入れれば、もしかしたら、何らかの恩恵に預かることが出来る、かもしれない。彼の、矢野の周囲はきっと美女ばかりだろうし、その美しい取り巻きを差し置いて、自分という、地味な年増女が選ばれれば、どこか優越感に浸ることも出来る、かもしれない。そんなよこしまな下心を、一瞬でも抱かなかっただろうか。理沙子は自問自答する。

　自分の浅はかさや邪悪さに、理沙子は身震いした。そんな薄汚い打算も、昨日の行為を受け入れてしまった理由ではないのか。考えを巡らせれば巡らせるほどに、理沙子は落ち込む自分を止められなかった。




　こんな、どうしようもない朝でも、出勤時間はやってくる。車を購入したことで大幅に短縮された通勤時間は嬉しかったが、ハンドルを握る指は硬かった。鴨かも志し田だ社長と顔を合わせるのも気が重い。矢野さんから担当営業を外してもらうべきなのだろうか、外してもらうとしても、理由はどう言えば良いのだろうか。どうにも答えが出ない。

　悩みながら『カモノハシ船せん舶ぱく』までの片道二十分を走り、いつもの寂れた埋め立て地の、ぽつんと一軒建つ会社へと到着した。今日は社長はまだらしく、理沙子は裏口の鍵を開け誰もいない事務所に入っていった。

　営業時間の十時ぎりぎりに鴨志田社長が出勤し、軽く挨拶を交わすが、理沙子はろくに社長の顔が見られなかった。青あお木きは元々、隣県のヨットハーバーへ納のう船せんの予定があり、事務所には午後に出勤することになっている。

「河上さん、昨日はドライブどうだった？　矢野くん運転うまかったろ？」

　朝の業務をこなしながら、世間話のように何気なく、鴨志田社長が問いかけてくる。業務メールの返信をタイピングしていた理沙子は、返事に困り言葉を詰まらせてしまった。

「……あの……、社長、お話が……」

　言わなければいけない。理沙子は意を決して席から立ち上がった。昨日の行為は紛れもなく事実であったし、逡巡はしたがやはり、肉体関係を持ってしまった顧客の担当はできない。社会人として、けじめはつけるべきだろう、というのが理沙子の出した結論だった。

　デスクの前に立つ、思い詰めたような理沙子の表情を見て、鴨志田社長は何かを悟ったように苦笑する。

「……もしかして、そーいうことになっちゃったのかな？」

　さすが、社長は察しがいいな、など、理沙子は頭の片隅で考える。ゆっくり頷うなずけば、鴨志田社長がため息をつきながらオフィスチェアを回転させ、背を向けた。その丸い背中に、理沙子は申し訳なさを感じざるを得ない。

「その！　私のミスですし、わがままで申し訳ないのですが、矢野さんの担当営業を外していただけないでしょうか……？」

「……ミス、ミスねぇ……」

　鴨志田社長が再びチェアを回転させ、理沙子に向き直る。その表情はなんとも言えない複雑さで、理沙子は小首を傾げてしまう。

「君にはさ、河上さんには、それってミスなの？」

「へ？　え……、あ……、はい……」

　改めて問い直されて、理沙子は戸惑うしかなかった。

「だってさ、矢野も河上さんも独身だし、自立した大人だし、好きならいいんじゃないの？　後ろめたいことなのかなぁ？」

　ごくり、と、いつの間にか口中に溜まっていた唾を飲み込んでしまう。

（好き……？）

　指摘されて初めて、その単語が頭に浮かぶ。

（好き、なの、私が？　矢野さん、を……？）

　ふと、昨日、軽乗用車の中で見た、矢野の端正な横顔と、それに感じたときめきが脳裏によぎった。あれは、「好き」だから、そう感じたのだろうか。
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「……いえ、その、好き、というのは……、よくわからなくて……」

　答えながら、自分の最低さを改めて突きつけられる。好きだかどうかもわからない男性を、簡単に受け入れてしまったことへの後悔のみが膨ふくれ上がっていった。頬が熱くなり、胸が詰まり、言葉がうまく出てこない。視線はデスクの端に固定されたままで、鴨志田社長の顔を見ることも、恥ずかしくて出来ないでいた。

「ふーん、そっか。いや矢野とは付き合い長いからさ、あいつがこんなに女性に執着するのってちょっと珍しいから、そんなのもあるんだよね」

　あはは、と鴨志田社長が軽く笑う声に少しだけ心が軽くなり、やっと理沙子は顔を上げる。鴨志田社長は少し残念そうな、そんな顔つきで理沙子を見上げていた。

「……執着、ですか？」

　意味がわからず聞き返せば、鴨志田社長は眉根を寄せながら答えてくれる。

「矢野はさ、昔から顔がいいし、事業で成功してからは特に女がほっておかないんだよ。だからさ、ちょっと女性不信気味なとこあって、こう、一人の子に入れ込まないんだよなぁ。昔は彼女もいたみたいなんだけど、最近は本当にワンナイトばっかっていうかさ〜」

　理沙子は、矢野ＣＥＯの華麗なスキャンダル歴をぼんやりと思い返す。確かに、女優やモデルなどと何回か熱愛を報道されているけれど、どれもその後に繋がってなかったような気がしないでもない。

「もうほんと、お節介っていうか老ろう婆ば心しんだけど、あいつもいい年だからちょっと心配で。すごい河上さん気に入って、本人から絡みに行ってるくらいだからイケるんじゃないか、なんて思ったんだけど。……ま、こういうのは、本人同士の問題だからね！」

　鴨志田社長の話を聞いていてもなお、理沙子の中にはそれを否定する気持ちしか起きなかった。だって、あんな綺麗な、何もかも手に入れているような男性が、私みたいな地味で貧乏な三十女に好意を持つはずがない。昨日の事だって、ただの気まぐれで、あまりのみすぼらしさに興味が湧いて、野良猫でもかまうくらいの気持ちで手を出してきたのではないか。

『理沙子』

　そんなことをつらつら考える頭で、不ふ意いに昨夜の、熱い切なげな吐息と共に呼ばれた名前を思い出してしまった。あれは、矢野さんはどんな感情から吐き出したのだろうか。どくり、と鼓動が跳ね上がる。

（違う、違う違う。そんな訳はない、思い上がっちゃいけない、私にはそんな価値はない）

　慌てて否定をする。だって、矢野さんにはもっと綺麗な女性が似合う。私が隣に並んだって、貧相なのが際立つだけだ。そんな事は考えてはいけない。

「……そ、その、残念ですけど、矢野さんは、私に対してそこまでの気持ちは……」

　か細い声でやんわりと否定してみるが、鴨志田社長は、まだどこか引っかかっているようだった。

「そうかなー……、うーん、俺の見立て違いか……」

　重苦しい空気を切り裂くように、事務所に電話の呼び出し音が響き渡った。慌てて手近の受話器を取ると青木からの納船完了の報告で、理沙子はほっと息を吐く。鴨志田社長との会話はそこまででなんとなくうやむやになって終わり、理沙子は通常の業務に戻っていった。




　それから二週間、矢野ＣＥＯは新規事業で忙しいらしく、カモノハシ船舶には顔を出すことはなかった。鴨志田社長は理沙子の担当を外し、青木を窓口にするように矢野に伝えたようだったが、その他は特に連絡もない。

（……返事、しなくちゃだめなのかな）

　理沙子はまだ、矢野の残したメッセージに既読マークが付けられないでいた。矢野からは、あの日以来プライベートでも連絡はなく、何もなかったように時間が進んでいくのを不思議に思う。しかし、連絡がないことすらも、あの夜の出来事が矢野の気まぐれでの行為だったのだ、という裏付けにも思えた。

　夏は本番となり、クーラーの効いた車で通勤できるのがありがたい。この気温の中を、日陰も何もない辺へん鄙ぴな埋め立て地を延々と歩く、なんて事を想像しただけで勤労意欲が薄れてしまう。青木も、やっと自動車の購入を視野に入れたらしく、新車のカタログなどを見せてきては、相談なのか背中を押してほしいのか、カスタムがどうとか気き筒とうがどうとか、理沙子にはよくわからない話をずっとするようになっていた。

（車は素直に、矢野さんに感謝しないとな……）

　社用車と一緒に自分の軽乗用車も洗いつつ、理沙子は暑い駐車場で汗を拭う。いよいよ本格的に夏の太陽が埋め立て地の広い空から降り注ぎ、露出している腕などは、強すぎる日差しで痛いくらいだった。

「洗車ありがとうね。ちょっと雲行き、あやしいかな？」

　社長が事務所から出てきて、社用車の拭き上げを手伝ってくれる。そう言われて空を見上げると、ざぁっと湿った風が吹き抜け、高く浮かんだ雲の流れが速いようにも感じた。

「台風、いま九州でしたっけ……」

「そうみたいだね〜、明日、事務所一人で大丈夫？　来週に台風なら、ちょうど盆休みだったのになぁ……」

　青木は、介護中の祖母のデイサービスが休みをとる、とのことで、今日から一足早く盆休みに入り、社長は明日から、遠く日に本ほん海かい側まで足を伸ばしての出張があった。なんでも新しくマリーナが出来るらしく、営業と視察と、ついでに奥さんとの旅行を兼ねて温泉宿にも泊まってくるらしい。

「もし危なそうなら、河上さんの自己判断で営業終了してもいいよ。ここ、埋め立て地だし、いろいろあるかもだから」

「大丈夫ですよ、崖がけとか川もないですし。私の田舎はちょっと心配ですけれど……。社長こそ、旅行お気を付けてください」

　笑いながら理沙子はそう、答える。理沙子の実家周辺は山や細い河川が多く、台風が来るといつも自治体から避難するような通達が出ていた。ここならそういった、水害や土砂崩れなどはなさそうだと、理沙子は甘く考えていた。その判断が誤りだったと、理沙子は二十四時間ほど後に思い知ることになってしまうのだった。




　翌日は、朝から妙に湿った生暖かい風が吹き、台風が接近していることが肌で感じられる天候だった。ただ雨はまだ降ってはおらず、理沙子は少々の不安を抱えつつも軽自動車のアクセルを踏み、いつもの事務所に出勤していく。

　午前中は、たまに吹く風がガラスを揺らすぐらいだったが、正午を越えて雨が降りはじめると、すぐに窓の外の景色は嵐に変わってしまう。

「あ〜、完全に台風だな……、これ……」

　今のうちに帰ろうかどうしようか迷うが、明日から土日も含め十日間以上も盆休みになる事もあり、期限の近づいた書類仕事を処理しておきたい気持ちが、理沙子の判断にミスを起こさせてしまった。

（……早く残った請求書、片付けなきゃ）

　パソコンに向かい下を向き、ひたすらキーボードを打ち込んで書類を作る作業に戻り、気が付けばもう、取り返しのつかない状況に外はなっていた。

「……きゃ！」

　ゴーッ、と突然吹き付ける風が、事務所そのものが揺れるほどの衝撃を与え、理沙子は悲鳴をあげる。まだビリビリと軽く震動する窓ガラスに、理沙子は本能的な恐怖を覚え事務所の扉を開けたが、外は渦巻く突風とたたき付ける雨がない交ぜになり、完全な暴風雨となっていた。

「ええええ！　これ、帰れる、の……？」

　駐車場の自分の車を目をこらして見れば、小さな軽自動車がまるで木の葉のように風に揺らされていた。雨は滝のように降りしきり、みるみるうちに小さな水たまりがどんどん広がり、繋がって巨大な池になっていく。

（やばいやばいやばい、早く出ないと……！）

　急いで事務所の電動シャッターを閉め、パソコンの電源を落とし、理沙子は焦りつつ帰り支度を始めた。裏の通用口を開けると、駐車場にはもう水が溢れていて、理沙子は恐怖を感じてしまった。周囲には潮の匂いが濃厚に漂い、溜まっている水が海水なのだとわかる。

（こ、これ何？　雨の水じゃない……！）

　山の中で育った理沙子には、「高潮」という現象は初めての経験だった。事務所の裏手の、海とカモノハシ船舶の敷地を隔へだてる堤防に視線を送れば、海面が見たこともない高さまで上昇し、強い風に飛し沫ぶきが立ち、道路がまるで波打ち際のようになっているのが視界に入る。

「ああああ……」

　車に向かおうと駐車場に足を踏み入れたが、ほんの五分前までは靴底が浸ひたるほどだった海水が明らかに増えていて、履いてきたドライビングシューズは足首まで完全に水没し、自身の車まで行けるかもあやしい状況になっていた。理沙子の運転の腕と型落ちの軽自動車では、安全な場所までたどり着けるとは、到とう底てい思えない。

（仕方がない、事務所に戻ろう……）

　事務所の給湯室には、青木や社長の秘蔵のお菓子やインスタント食品もあるし、給水器もある。嵐が過ぎるまで持ちこたえればなんとかなるだろう。社屋が平屋なのが心配だったが、もう他に手段はない。諦めて事務所に戻ると、シャッターを越えて正面玄関の自動ドアの隙間から、じわじわと水が浸みだしてきていた。

「ええええ!?」

　理沙子は焦りで、顔が青ざめるのを自覚してしまう。備え付けのテレビを付けると、この埋め立て地全体に避難するよう警報が出ているのを淡々とアナウンスしており、理沙子の胸中に恐怖が広がっていった。

（どうしよう、どうしよう。怖い。でも逃げられない、だって車は使えない、手段がない。どうする？　救援要請する？　でも騒ぎになっちゃうかも……。　消防隊の人だってこんな天気で忙しいのに、私一人の為にこんなところまで呼ぶの？　たいしたことなかったら恥ずかしいし、きっと大丈夫だよ、大丈夫大丈夫……）

　頭の中にとりとめもない思考が広がり、結局、理沙子はここに留とどまることを選んでしまった。まだ電気も来ているし、建物だって古くないし、大丈夫。そんな風になるたけ能天気に考えて、いつもの自分のデスクに着席する。外は相変わらず、というよりますます強風が吹き荒れる音がして、ドアの隙間から浸み出る水の量も減りはしない。

　理沙子は、この期ごに及んでやっと、自分がまずい選択をしてしまったことに気付いた。どうしよう、これは、本当に危険な状況なのではないだろうか。

（どうしよう……　でも、でも……）

　混乱する頭でふらふらと立ち上がり、雑巾にしていた布を自動ドアの隙間に詰めて、ささやかな抵抗を試みるが焼け石に水で、当たり前だけれども水が止まる気配はなかった。理沙子は、スマホを握りしめる。連絡先を探すけれど、この街にそんな、助けに駆け付けてくれるような知り合いはいない。

（お母さん、お父さん……、社長、青木くん……）

　みんな今は、この近くにはいないだろう。理沙子の唇から、一人の男性の名前が搾り出すように呟かれた。

「……矢野さん」

　我ながら虫のいい話だと思うが、矢野の顔が瞼まぶたの裏に浮かんでくる。連絡先の『矢野勇吾』の欄は未だに彼のオフィシャルのアドレスのままで、私用携帯の番号は登録出来ていない。

（可能性があるとすれば、矢野さん。万が一、駅向こうの流通センターにいて、連絡をしたら助けに来てくれるとか……）

　そんなことはない、絶対に、ない。自分から連絡どころか既読マークも付けずに、何を妄想しているのだろうか。追い詰められて命の危機を感じる状況になって、理沙子はようやく自分の気持ちに気付きはじめていた。

「どうしよう、緊急時だし、電話かけてもいい、よね……？」

　理沙子は独り言を呟き、ＳＮＳのアプリを立ち上げ、矢野からのメッセージにやっと既読マークを付け、連絡先に発信しようとする。

「え、なんで……？」

　スマホに、ネットワーク接続を確認する旨のメッセージが浮かび、慌てて機能画面を見れば、ワイファイは切れ、もともと弱かった電波も圏外の表示になっていた。

「……もう、だめじゃん……」

　矢野さんどころか、もう、緊急の電話もかけられない状況になっていることに、理沙子は絶望するしかなかった。事務所の電話はもともとＩＰ電話を利用していたし、ネットワークが切断されてしまえばお手上げだ。なんとか、この嵐が過ぎ去るまでここで耐えるしかない。

　完全に孤立した、と思うと、今まで考えないようにしてきた恐怖と不安がいっぺんに押し寄せてくる。助けが来ない、という怖さに胸が理沙子はその場にうずくまってしまった。

（矢野さん、矢野さん。助けて）

　ぴちゃん、ぴちゃんと、事務所の中に水滴の垂れる音が聞こえてくる。建物のどこかで雨漏りしているのか、何か、バケツでも置いておかないと、などと頭の片隅で考えるが、身体がうまく動かない。外ではずっと渦巻く風の音が鳴り響き、こんな新建材の建物など、吹き飛ばされるのではと、そんな考えも思い浮かんでしまった。

「ひっ！　きゃぁあっ!!」

　外の、すぐ近くから「バキバキバキッ」という何かが折れるような音が響いたと思うと、事務所の中の照明が一気に落ちた。まだ三時にもならないというのに薄暗くなった事務所の中で、理沙子は叫び、防衛本能からか頭を抱えて固まってしまう。どこかで電柱が倒れて停電したのだろうと予測はついたが、頼みの綱の電気が途切れ、心細さには拍車がかかった。空調も切れ、じわじわと嫌な蒸し暑さが部屋に満ちはじめ、額には汗の粒が浮かんでくる。

（矢野さんに、会いたい）

　最期かもしれない。その最悪の思考が浮かぶと、理沙子の中には彼に会いたいという感情しかなくなってしまった。

　ごめんなさい。ごめんなさい。メッセージを無視していてごめんなさい。好きとかよくわからない、なんて言ってしまってごめんなさい。最期に、一ひと目めだけでも矢野さんに会いたい。あの夜、私の部屋で見せたように、優しげな顔で笑ってほしい。好きになったら苦しいだけだからって、自分の気持ちを抑え込んでいました。私は、河上理沙子は貴方が好きです。

　なんで今頃、こんなことに気付いてしまうんだろう。理沙子はうずくまりながら顔を覆い、嗚咽を漏らしはじめる。バカだった自分が、恨うらめしかった。ここで最期だとしても、せめて想いだけでも伝えたかった。そんな後悔が胸の中に広がっていく。




　もう、涙を堪えることができない。啜すすり泣く理沙子の耳に、突然、ドンドンドン！　とドアを叩く音が届いた。

「!!」

　助けだ、助けが来たんだ。涙は嬉し涙に変わり、理沙子は扉に駆け寄りロックを外す。そこに立っていたのは、今、一番会いたいと思い続けていた男性だった。乱れた前髪が雨で額に張り付き、どこか憔悴したように見えても、彼は綺麗だった。矢野勇吾は理沙子の姿にほっとしたように声をかけてくれる。

「……河上さん」

　その、矢野の声に理沙子は心の底から安心することができた。気が緩み膝からは力が抜けて、その場にへたり込んでしまいそうになるのを、矢野の腕が支えてくれる。
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「……矢野さん、来てくれたぁ……」

　矢野の香水の、シトラスの香りがふわりと理沙子を包んだ。一気に緊張が解け、理沙子はまるで子どものように矢野の首に縋すがり付いてしまった。

「無事か。来い」

　理沙子は、短くかけられたその言葉に我に返り、デスクの上の自分のカバンを持って矢野に引きずられるように外に出る。ごうごうと渦巻く風の音が海の彼方から聞こえ、原始的な恐怖感から足が震えた。

　通用口に横付けするように停められた、車高の高い４ＷＤのオフロードカーに乗るまでの間に、矢野も理沙子も豪雨で半身がずぶ濡れになる。運転席と助手席にはＳＰとして体格の良い外国人男性が二人乗っていて、矢野は彼らに英語で何か指示を出した。車が発進し、派手な水飛沫しぶきを上げながら、軽自動車とは比べものにならない加速で走り出す。

「これを」

　矢野が座席のバッグからタオルを取り出し、理沙子に差し出した。タオルのふかふかのパイル生地の感触に、自分の髪がびしょ濡れな事に今さらながら理沙子は気づいた。

「……あの、ありがとうございます」

　タオル越しに、理沙子は矢野に、蚊の鳴くような声でお礼を述べた。なんで矢野が、わざわざ事務所に来てくれて、こんな風に助けてくれるのかわからない。とりあえずの命の危機が去り人心地がつくと、いろいろと不思議に思う。

「……鴨志田のヤツから連絡があった。君が会社に取り残されているんじゃないか、と」

　不機嫌そうな矢野の声が、理沙子の耳に届く。

「ちょうど、災害視察でセンターに来ていたからな。救助にくる事が出来た。まったく、従業員の身の安全を担保するのが管理職の義務だろう、あいつは本当にどうしようもない」

　矢野の不機嫌さが自分ではなく、鴨志田社長に向けられているらしい事に、理沙子は少し安心する。ほどなくして車が矢野の会社の流通センターに滑り込み、頑丈そうなシャッターが開けられ、一階のコンクリートのスペースに停車した。矢野はまた何かをＳＰに英語で伝え、理沙子にも降りるように促うながす。

　初めて足を踏み入れる流通センターは、とても広かった。

「一階は荷に捌さばき場だ。ここから商品を発送していく」

　きょろきょろと辺りを見回す理沙子の後ろから、矢野が説明してくれる。いつの間にかＳＰとおぼしき外国人男性は姿を消し、がらんとした荷捌場には矢野と理沙子の二人しかいなくなる。シャッターは相当に頑丈らしく、風や雨の音もほとんど聞こえず、静かな空間が目の前に広がっていた。

「……あ、あの、会社の他の方は」

「もう、昨日の時点で全員にセンターの休業を伝達してある。災害に巻き込まれて人的被害が出れば、大きな損失だ」

　矢野は説明しながら手招きしてきて、すたすたとエレベーターに向かい歩きはじめる。身長が高く足も長い矢野が大股で歩けば、理沙子は小走りにならないと追いつけない。

「まぁ、もともとほとんどの作業を機械化しているからな。ここにはいつも三十人ほどしかいないが」

　この広さのセンターを運営するのに三十人で済むのか、と、理沙子は感心するしかない。

「すごいですね……」

「センター自体は災害に対しても充分に対応出来るように設計はされている。電気も、今は通常どおり来ているようだが、万が一停電という事態になっても自家発電システムがある。この程度の台風であれば、シェルターとして心配はないだろう。俺の執務室なら仮眠も出来る。夜勤明けの従業員用に、簡素だがシャワールームもある。安心して過ごしてくれ」

　開いたエレベーターのドアから乗り込めば、矢野は最上階の四階に向かうようだった。

　四階は、階下と違い、天井も普通の高さで、ドアの目の前には従業員用なのだろう、食堂もあった。照明の落とされている食堂には、何台か飲料やパンの自動販売機が見えて、とりあえず飢える事はなさそうだ。




　矢野が案内してくれた執務室は、シンプルながらも質が良い、というのがわかる、洗練された空間だった。晴れた日なら景色が良いのだろう大きな窓を背に、白木の大きなデスクと、背もたれの高い黒のオフィスチェアー、そしてダークブルーのソファーの一式も備え付けられ、理沙子は促されるままにその、上質な毛織物のソファーに腰をかけた。清掃は行き届いていて、二十畳ほどの部屋のどこにも、塵ちり一つ落ちていない。

「……はぁ……」

　張り詰めていた緊張の糸が切れ、理沙子の口からは気が抜けたようにため息が吐き出される。そんな理沙子に、矢野がコーヒーマシンから入れたホットコーヒーを差し出してくれて、そのカップの熱さに涙が出そうなほどの安心感が広がった。ぎし、とソファが軽く軋きしむ音がして、同じくコーヒーカップを手にした矢野が、理沙子の隣に腰をかけてくる。理沙子は、その、矢野の横顔にちらりと目をやると、またすぐにコーヒーカップに視線を落とした。

　あんな暴風雨の中を救助しに来てくれた事といい、こんな整った部屋に通してくれて、世話を焼いてくれる事といい、矢野の行動原理がよくわからない。こんな、一夜の過ちの後にメッセージも返さないような女など、関わったってしょうがないのではないか、そんな自虐が、理沙子の身体をまた縮こまらせる。

「……怖くはないか？」

　無言の、居心地の悪い雰囲気の中、矢野がぽつりと呟いた。

「え……？」

　どういう意味かよくわからず尋ね返せば、矢野は窓の方を指し示す。

「一応、強化ガラスにしてあるが、雨風の音は大丈夫か？」

「あ、はい、大丈夫です……」

　時折、小さく雨音が聞こえるくらいで、建物の頑丈さも相まって恐怖は感じない。少し前までは死をも覚悟するような状況だったのに、落差が激しいな、などと理沙子はぼんやりと思う。そんな会話を交わした後、矢野はまた押し黙ってしまい、理沙子は外の台風などよりも、その矢野の沈黙の方がよほど気になった。

　無言の、静かな空間に鳴り響いたのはスマホの着信音で、矢野は画面をちらりと見て「鴨志田」とあるのを確認し、理沙子に出るように差し出す。

「もしもし……」

『あー！　河上さんごめんよー！　無事？』

「はい、大丈夫です。矢野さんに、助けていただきまして……」

　いつもの社長の声が聞こえて、理沙子は少し笑みを浮かべた。

『こっちのニュースでその辺が高潮被害ってあってさ、会社とか河上さんのケータイに電話したんだけど繋がらなくて、矢野くん連絡したら顔見に行ってくれるって言ってくれたからさ』

　早口で話す社長は珍しく、よほど焦っているんだろうと理沙子は思った。

「すいません、私の判断ミスで、ご心配をおかけしました……」

「代われ」

　話の途中だったが、隣の矢野が手を伸ばし自分のスマホを取り戻す。

「鴨志田、俺がたまたま近所にいたから良かったようなものの、なんであらかじめ休業にしないんだ。彼女に何かあったら、いくらお前でも許さないぞ」

　強い口調で矢野が鴨志田社長に詰め寄ると、電話口の向こうからは謝っているような、そんな言葉が聞こえてくる。

「……彼女のミスじゃない、お前のミスだ。覚えておけ」

　釘を刺すようなそんな矢野の言葉に、社長は何か言ったようだったが、ほどなくして電話は切れた。また部屋には重い雰囲気が漂いはじめ、理沙子はたまらず口を開く。

「あの、今日はありがとうございました……高潮って、すごいんですね……」

　とりあえずは救出のお礼だ。自分が災害について無知で避難が遅れ、結局矢野に迷惑をかけているのは間違いがない。

「……矢野さんにも社長にも心配いただいて、ご迷惑ばかりおかけして申し訳ありません」

「迷惑じゃない」

　矢野が、理沙子に向き直る。同時に手を握られ、矢野の綺麗な顔が理沙子に迫ってきた。深い緑色の美しい瞳に、自分の顔が映っているのがよく見える。

（え？　顔、近い……）

　ドキドキと心拍が激しくなり、矢野の端正な顔を美しいと思うと共に、自分は、この人のことが好きなんだ、という感情も溢れ出していった。握られた手のひらの熱さに心がかき乱され、涙が零こぼれそうにもなった。

「迷惑なんかじゃ……」

　理沙子の身体を引き寄せて、矢野が甘える猫のように、その細い肩に顔を擦りつける。そして、感極まったようにくぐもった声を吐き出した。

「……良かった、無事で。君を、失ってしまうかと思った」

　渾こん身しんの力で抱きしめられ、理沙子は一瞬息ができなくなる。それでもその苦しさにすら身体が熱くなり、理沙子も矢野の背中に腕を回し抱きしめ返した。

（ちゃんと、言わないと。貴方が好きだって、ちゃんと言わないといけない）

　その言葉を出すのは怖かった。嫌われてはいない、とは思う。しかし、好かれている自信もない。逡巡する理沙子の耳に、矢野からの囁くような声が届く。

「……メッセージ」
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「あ。あの、すいません！　その、どうしたらいいかわからなくて、お返事、出来なくて……」

　ずっと気になっていたことを囁かれ、弾かれたように返す理沙子を、矢野が抱きしめていた腕を緩め向き直る。悲しげに揺らめいている瞳はまるで、不安な子どものようで、理沙子の母性本能が刺激された。

「……君は、怒ってはいないのか？」

「え？　怒る？」

　なんでだろう。好意を無視されたことに、矢野さんが怒ることはあるかもしれないけれど、自分が怒ることはないだろう。

「……その、先日は、君の同意もしっかり取らずに、無理矢理に、身体を繋いでしまったから」

　だから、返事をくれないのかと不安だった、と小さく矢野が呟き、理沙子から視線を外し俯うつむいてしまう。その姿は、初めて出会った時の威圧感などは全くなく、ただの普通の、少々内気な男性の姿に見えた。理沙子は知らなかった彼を発見し、意外に思うと共に、愛おしく思う心が湧き起こってくる。

「この二週間、君を怒らせたか、怖がらせたか、どちらかなのかとずっと考えていた」

「矢野さん」

　呼ばれた矢野が言葉を止め、顔を上げ、理沙子を見つめてくる。

「……違うんです。私、矢野さんが好きです。あの夜だって、私は嬉しかった。でも、自信がなくて、自分が貴方にふさわしい人間だと、到底思えなくて、私はまた逃げていました」

　不安げだった矢野の目が大きく見開かれ、理沙子の手を握る指にも力が入る。

「すいません。謝るのは私の方です」

　ぺこり、と頭を下げると矢野の手が背中に回され、今度はゆっくりと抱き寄せられた。

「……私、おかしいんです。さっき、もしかしたら死ぬかもしれない、なんて事務所で怖かったんですけど、矢野さんの顔が頭に浮かぶんです。ずっと、会いたいな、なんて考えてました」

「俺も、君に、理沙子に、会いたいと、ずっと……」

　笑みを浮かべながらそう告白すると、矢野の手が背中から後頭部に回され、二人の唇が重なっていく。熱い唇、熱い舌、熱い肌。矢野の全部が愛おしかった。理沙子は、矢野も同じ気持ちだといいな、などと考え、貪るように接吻を続ける。

「くふ……、ん……」

　息を継ぐのに少し離れる唇を、唾液の橋が繋ぎ、再びの深い口付けに二人は溺れていった。舌が咥こう内ないを滑り、絡まり、唇の端からは唾液が溢れ出る。矢野の手が理沙子の少し湿ったブラウスの中に差し込まれ、ブラジャーの上から乳房を優しく愛撫される。

「理沙子、好きだ、好き……」

「あ、あの、勇吾さん、って呼んでもいいですか……？」

　ちゅ、ちゅっと首筋から鎖骨にキスの雨を降らされながら、理沙子は矢野に問いかける。

「もちろん」

　矢野の瞳が愛おしげに細められ、また軽いキスが唇に落とされた。




「寒くはないか？」

「だ、大丈夫、です」

　空調は暑くも寒くもなく、心地よい気温を保っている。横たわるソファーのスプリングは気持ちよく、座面が広いこともあって狭さも感じない。

　矢野は手早く理沙子の服を脱がせ、もう、身につけているのはショーツのみとなっていた。矢野自身も着ていたワイシャツやスラックスを脱ぎ捨て、黒のボクサーブリーフ一枚になっている。血管の浮いた、鍛えられた腕に、贅肉のかけらもない均整のとれた身体。そして厚い胸板が理沙子の目を奪う。

「何？」

　小首を傾げる矢野の表情は、男臭さはあまり感じられない柔和なものであるのに、身体とのギャップはなんなのだろう。そんな意外さにも、理沙子の恋慕の感情が刺激される。

「あ、あの、勇吾さん、すごい鍛えてらして、かっこいいな、って……」

「はは、ありがとう。光栄だよ」

　真っ赤になりながら答えれば、矢野が嬉しそうに笑い、理沙子の脇に手を差し込むと、細い身体を軽々と持ち上げた。

「きゃっ」

「君だって綺麗だ、理沙子」

　そんな言葉をかけられつつ、突然持ち上げられ、ソファに座り直す矢野の、太ももに跨またがるような格好にされてしまう。大きく開脚した理沙子の中心と、布越しにもそそり立つのがはっきりわかる矢野の逸物が触れ合い、期待と欲望の入り交じった感情が、理沙子の胸を熱く焦がした。

「理沙子……愛してる……」

　上背はあるが座高の低い矢野の目の前に、理沙子のささやかな膨ふくらみが晒さらされる。羞恥に瞳が潤むが、乳首は硬く立ち上がり、理沙子の中の興奮が見てとれた。

「あっ、ん……、っ」

　矢野の唇が乳房に寄せられ、まるで果実にむしゃぶりつくようにすっぽりと食べられてしまう。熱い舌が敏感な乳輪をなぞり、硬くしこった乳首は前歯で甘く噛まれ、鮮烈な快感が何回も理沙子の背筋を走り抜けた。

「勇吾さん、わ、私も、好きぃ……っ」

　矢野の、焦こげ茶ちゃ色の頭をかき抱き、理沙子は快感に堪える。反対側の乳首も強く捏こね回され、理沙子の花芯はその刺激に熱く震え、膣口からは溢れるほどの愛液が吐き出される。

（あ、だめ、腰うごいちゃう……）

　まだ乳房を愛撫されているだけなのに、ショーツに包まれ濡れた性器を、矢野のソレに擦りつけるように、無意識に腰が揺れる。まるで淫婦のようなその動きに、矢野の目が嬉しそうに細められ、理沙子の身体を突きあげるように動かしてくる。

「いやらしいな、理沙子……」

　骨盤を矢野の大きな両手で固定され、布越しに何度も性器を突かれると、挿入も何もしていないのになぜか甘い快感が理沙子の中に溜まっていく。






[image: ]






「勇吾さんが、動くから、ぁ……」

　矢野が喘ぐ理沙子の口を塞ふさぐように口付けをし、するすると器用に残った布を取り払い、お互いに全裸になった。明るい部屋の中で見る矢野の陰茎は、理沙子の僅かな男性経験の中では比べものにならないほど大きく膨れていて、理沙子の中には快楽への期待と、挿入への不安がせめぎ合う。

（あ、あんなの、入るの……？　ううん、だってこの前は、私……入ってた、もんね……）

　座る矢野の上に跨がり、ひたりと熱く脈打つ屹立を下腹部に押しつけられると、それは理沙子の臍ほどにも届き、目眩めまいがするほどの困惑が押し寄せてきた。前の時の、お腹の中を全部かき回されるようなあの快感は、もちろん覚えている。それでもその矢野の暴力的とも言える質量の欲棒には腰が引けてしまう。

「あ、あの、勇吾さん、入れるときは、ゆ、ゆっくりで、その、してください……」

　膝立ちになるように持ち上げられ、濡れそぼった肉の穴の入り口に、その膨れた尖端が押しつけられる。あまりの大きさに、自分の股間を見下ろせば、また新たな不安が湧き起こってしまった。震える声で哀願する理沙子に、矢野は優しく囁いてくる。

「……自分で入れてみるか？」

「えっ……？」

　矢野の意外な提案に、理沙子は少し考えた後、頷いた。

（その方がいいかも……）

　自分で入れていけば、そんなに苦しくはないかもしれない。矢野の言葉を受け入れ、理沙子が指で秘裂をなぞれば、まるでお漏らしでもしたぐらいの愛液がまとわりつき、手のひらまでを汚す。

（恥ずかしい、こんなに濡れてるなんて）

　理沙子は自分の膣口を探し当てると、二本の指を小陰唇に添えて開きつつ、矢野の亀頭をゆっくり飲み込んでいった。濡れているせいか、今のところは痛みはほとんどなく、理沙子はやっと安心ができた

「くふ、うぅ、ぅっ、ん……、んーっ」

　唇を噛みしめ、圧迫感に漏れる嬌声を堪えながら、理沙子は少しずつ腰を落としていった。矢野はそんな淫猥な理沙子の姿を楽しみつつ、丸い尻を撫なでその感触を味わっているようだった。

「んぐ、く、ふぅぅん、っ！」

　矢野の亀頭の、一番広がった部分である雁首が入り口を通り抜け、一瞬攣つれるような痛みが走るが、理沙子の腰は止まらない。

「……つ、は、はぁー、っ、ぅあ、あん、んんんっ……」

　ずりずりと、熱く脈打つ怒張が、膣壁を容赦なく擦りあげる。その度に熱い電流のような性感が背筋を走り抜け、理沙子の額には快楽からの汗の粒が浮かんでくる。

（あ、やっと、はんぶん、くらい……？）

　朦もう朧ろうと霞みはじめた頭で、股間を見下ろしながらそんなことを考える。息が上がり、まるで夏の犬のような、間欠的で浅い呼吸しか出来ない。目の前の矢野の顔を、涙で緩んだ視界に入れれば、彼はなぜか難しい事を考えてでもいるような、険しい顔をしている。

（なんでだろ。わ、私、ヘタなのかな……）

「っ、はぁ、はー……」

　もしかしたら、矢野は喜んでないのかもしれない。そんな表情を目にすると、理沙子の中から申し訳ない気持ちが生まれてしまう。挿入する動きも止まり、理沙子は矢野の肩に手を置いて、深く空気を吐き出した。

「りさ、こ、あまり焦らさないでくれ、っ」

「え？　え、な、何……、っ？　やだ、やだ、あ、ああああっ、ん!!　ふあああ、あひ、ひ、ひああっ!!」

　今まで尻肉を揉んでいた指が骨盤を押さえつけた、と思うと次の瞬間、全ての理性が飛ぶほどの衝撃が、理沙子の胎内を満たす。




　お腹の中が、爆発したのかと思った。矢野の尖端が理沙子の最奥、子宮口をこじ開けんばかりに突き入れられ、理沙子は逃れられず、その蹂じゅう躙りんをただ受け入れるしかない。ぶびゅ、と行き場をなくした愛液が破裂音をあげながら、陰茎と膣の僅わずかな隙間から、泡を立てて零こぼれ落ちた。

（あ、なに、これ、こんなの、あたま、まっしろに）

　思考はスパークしたように一瞬ではじけ飛び、快感を逃がそうと理沙子の背中が限界まで反らされ、丸く開いた口からは悲鳴のような嬌声が吐き出されるばかりだ。

「あ、ひ、ぎ、い、いぁ、いや、あああっ、あぁ、あああああ！」

　矢野が、遅々として進まない挿入に焦れて、その巨根を一気に突き入れたのだ、と少しだけ残った理性が判断する。

（ひどい、ひどい。でも、もう、わかんない、おかしくなる、からだ、へん）

「こんな、あううう、ぁあ、あああん！　ん、いや、いや、ああ……っ!!」

　カクッ、カクッと、糸の切れた操り人形のように首が揺れる。矢野はそんな理沙子の絶叫のように響く嬌声を聞いているのかいないのか、掴んだ骨盤を上下させ、まるで何か自慰の為の道具のように、理沙子の女の孔あなを使う。

「君がいけない。君が、じらす、からっ」

　どちゅ、と、低く響く音が胎内から聞こえ、一番奥深く、矢野のソレが根元まで、理沙子の中に埋め込まれる。

「お。おく、おくいや、いや、これむり、むりだからぁ……ああっ！」

　お腹の奥の方が、ひたすらに熱い。熱い塊がお臍へそのあたりから下半身全部を焼いて、それが快感の奔流となって押し寄せ、理沙子の脳髄に一気に流れ込んでくる。

　あつい、とける。

「めちゃくちゃにしたい、きみを、こわして、ぐちゃぐちゃに、したい……」

「ごめんなさい、っ、ごめんにゃ、ひゃ、あああ、ゆーごさん、ゆるひて、う、うぐ、うう、うああああぁんん……！」

　対面座位のまま、矢野は理沙子の身体を自分にもたれかからせるような格好にする。そのまま、理沙子の中の一番弱い場所を徹底的に壊すように、その尖端を何度も打ちつけてくる。一撃、一撃を与えられる度に、理沙子は絶頂に追い上げられ、快楽の頂点からはもう、降りることもできないでいた。

（おかしい、おかしくなる。こんなの、きもちいいの、だめ……っ）

「も、いくのもう、や、い、あ、またいっちゃう、イクの、イク、い、いぐ、ぅぅっ!!」

　腹の上で揺れる理沙子が、涙を流しながら何度も何度も絶頂を訴えても、矢野の動きは止まらない。ゆさゆさと揺らされ、膣壁の浅い場所から奥深くまでも、全てを抉られ、犯され、思考が全部、ショートしたように吹き飛んでいく。自分の人格が消えて、「キモチイイ」を味わうための肉人形になったような、そんな妄想も、浮かんでは消えていく。

「や、やらっ、あっあっ、あ━━、あ━━っ!!　あひ、あん、ん、んっ、んんあああ!!」

　叫びすぎて枯れた喉から、搾り出すような嬌声を吐き出しつづけ、理沙子の意識が飛び飛びになっていく。あまりの快感に失神してはすぐに、突き入れられる肉の衝撃に意識を取り戻し、そんなサイクルが三度か四度繰り返された後、理沙子の全ては弾けて壊れていった。

「おひ、お、ん、んぎ、ぃ、あ━━━━!!　っ、あああああああああ!!」

「りさ、こ……っ」

　がくり、と四肢から力が抜け、理沙子の身体が力なく矢野の上にもたれかかった。矢野はそんな理沙子の腰を押さえつけ、膣の奥深く、その白濁を吐き出した。細かく痙攣する内壁は理沙子が意識を飛ばしたあとも貪欲に男の精を受け止め、蠕ぜん動どうしながら奥へ奥へと粘液を運ぶ。

「は、はは……」

　ずるり、と萎えはじめてもまだ相当の質量のあるそれを抜けば、理沙子のまだ閉じきらない膣口からは白濁液が糸を引いて溢れ出る。
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「ん……」

　揺らされた理沙子が、少し呻うめいて、閉じていた瞼を薄く開けようとする。

「……寝ていていい。後始末はする」

　そう、耳元で囁いてやれば、理沙子は安心したように頷き、再び瞼を閉じ、今度は寝息を立てはじめた。矢野は、何かかけるものはないかと、部屋を見回し、来客用の膝掛けがあったのを思い出し、裸の理沙子にかけてやる。そして、額に優しくキスをすると、脱ぎ散らした服を身につけ、執務室から出ていった。




　いい匂いがする。

（なんだろう）

　理沙子は起き上がる。漂ってくるのは何かを煮込むような匂いで、目を擦りながら開ければ、自分の部屋ではない光景が広がっていた。横たわっているのは見覚えのあるダークブルーのソファーで、理沙子は頭を振り、先ほどまでの記憶を整理する。部屋の時計は午後の七時を示していて、空腹なのだろう、何か美味しそうな香りに食欲を刺激され、胃がぐるぐると回るような音を立てた。窓を見てみると台風の峠は越えたのか、雨は降りつづいてはいたが風はだいぶおさまったようで、外は落ち着きを取り戻し始めていた。

（ここは、矢野さん、いえ、勇吾さんの会社で、さっきまでは、私は、彼と……）

　またエッチで失神までしてしまったのか、と、先ほどまでの激しい性交を思い出すと顔が赤くなる。けれども今回は、二週間前のような後悔や自虐の感情は浮かばず、ただただ愛された幸せと、満ち足りた気持ちが理沙子の心を温かくしていた。

　裸の身体には大きめの膝掛けがかけられ、サイドテーブルには矢野のメモと共に、新品のショーツと、ブランド品のルームウェアが置いてあった。

『起きたら食堂へ　勇吾』

　手触りの良いルームウェアを身につけて、理沙子はそのメモの通りに食堂に向かうことにした。何より空腹が頂点に達していて、何か食べたいと、匂いにつられてしまう。

「ああ、起きたか」

　食堂は照明が点され、真っ白で清潔なスペースに椅子やテーブルが置かれ、その一角に二人分のランチョンマットと食器がしつらえてある。奥のキッチンでは、矢野がコンロの前に立ち、何か料理をしている。彼も着替えたらしく、Ｔシャツとジャージというラフな服装だったのに、なぜか格好が良いのが羨ましい。

「すいません、私が作れば良かったですね」

　女である自分がすれば良かったのに、矢野に余計なことをさせてしまった。そう反射的に謝ると、矢野の綺麗な瞳が不思議そうに理沙子を見た。

「なぜ？　ここは俺の会社で、君はゲストにあたる。俺がもてなすのが当然だろう」

「あ。そうです、ね……」

　それはそうだ。こういうところで少し、矢野との価値観の違いを感じるが、決してそれは不快ではなく新たな気付きを理沙子にもたらしてくれる。

「まぁ、食材がキッチンの在庫だけだからな、豪華ディナーとはいかないが、非常食としては充分だろう」

　矢野が煮立った寸ずん胴どう鍋なべに、スパゲティの乾麺を広がるように入れた。良い匂いがしていたのはのトマトソースの香りだったようで、隣の深めのフライパンではパスタ用のソースが煮込まれていた。

「……味は保証できない」

　そう謙けん遜そんしながら出てきたのは、海鮮の入ったトマトソースのスパゲティで、空腹なせいもあっただろうが、とても美味しく思えた。理沙子が三口ほどを食べるまで、矢野は動かず、湯気の立つ皿にも手をつけようとしない。

「美味しいです、勇吾さん」

　そう理沙子が感想を述べれば、向かい合わせに座る矢野がほっとしたように表情を緩め、自分の分も食べ始めた。

「あの、もしかして、味付けとか不安だったんですか？」

「……ああ。あまり自炊はしないからな。だいたい外食だ」

　ちょっと憮ぶ然ぜんとしながら答える彼が、理沙子にはたまらなく愛おしかった。完璧ではない彼を発見できた嬉しさと、弱みを見せてくれるようになった親しみと、両方が理沙子の中の思慕の情を満たしていく。

「似合うな。良かった」

　矢野が面映ゆそうに理沙子のルームウェアを褒め、そういえば借りたものだと思い出し、慌ててお礼を述べた。考えたら、皆が知っているブランドのルームウェアだ、値段だってまあまあするだろう。

「ありがとうございます。おいくらですか？　買い取りますので……」

　そんな理沙子の言葉に、矢野は破顔する。そして首を傾げるような仕草を見せて、楽しそうに返事をしてきた。

「君は、ここをどこだと思っている。それはサンプル品だ、遠慮なく受け取っておけ」

　考えれば、ここはアパレル通販のいわば倉庫で、こんな服などは売るほどある。自分が買い取る必要などは、確かにないだろう。

「いえでも、何か、私の気が済みません……ので」

「君は真面目だな。そこが好ましい」

　理沙子が食い下がり、お金を払う仕草を見せると、矢野はたまに見せる柔和な表情となり、愛おしげな視線をこちらに送ってくる。

「他の女は、親しくなると、どこか俺に頼ってくるのだが、君はいつも独立している。素敵だ。そういうところに惚れた」

　矢野からの唐突な告白を受けて、どきり、と理沙子の心臓が高鳴った。

（そんなこともないのに……）

　ちょっと後ろめたくなりつつ、矢野の話を聞きつつ、パスタをくるくるとまとめる。

「君さえ良ければ、正式に交際を申し込みたい。その、二回もこのようなことをしてしまい、何を今さら、という話でもあるが……」

　まっすぐに自分を見つめてくるその矢野の真剣な眼差しに、理沙子の胸が詰まった。

「拙せっ速そくですまない。今日、君を失うかもしれない、という状況になって、自分の気持ちが固まったんだ。できれば、俺の傍にずっといてほしい」

　指輪でもあれば良かったんだが、など呟きつつ、矢野は理沙子に手を伸ばし、するり、と指先で頬を掠めるように撫でた。理沙子の鼓動は否応なく高まり、口から心臓が飛び出しそうなほどに緊張する。

（矢野さんと、私が）

　夢のような事態に、理沙子は混乱するしかなくなっていた。ここで交際を受け入れれば、彼の新たな熱愛相手として、マスコミにスクープされてしまう未来があるかもしれない。このＳＮＳ社会でそのようなことになれば、有形無形の悪意に晒されて、あらぬ噂を立てられることになるかもしれない。

　黙ってしまった理沙子を、断られるのかと思ったのか、矢野が悲しげに見つめてくる。いろいろ嫌な想像が頭の中を巡るが、それでも理沙子は自分の気持ちに逆らうことは出来なかった。

「……はい、ふつつか者ですが、よろしくお願いいたします」

　矢野のあの、自分を見つめる柔和な表情が好きだ。暴風雨の中、駆けつけてくれた男気も、優しく頬を撫でる指も、理沙子は矢野の全部が好きだった。いつの間にか心の大半を占めて、自分をかき乱す矢野勇吾という存在を、理沙子だって失いたくはない。

「嬉しい、嬉しいな。愛してるよ、理沙子……」

　理沙子の指を握りしめた拳を矢野は額に押し当て、まるで祈りでも捧げるように矢野は愛を吐と露ろする。そうだ、この人と一緒なら、これから起こるだろういろいろなことだってきっと、乗り越えてゆけるだろう。

（ちゃんと社長や、青木くんや、お父さんお母さんにも報告しなきゃな）

　理沙子は覚悟を決めて、人生を変える恋に踏み出す事にしたのだった。










　台風一過の晴れ晴れとした青空に負けないくらい、河かわ上かみ理り沙さ子この心は澄み渡っていた。視界に入る全ての風景が光り輝いて見え、浮かれる恋心を抑えきれない。

　暴風雨と高潮の中、事務所で孤立しかけていた理沙子を、わざわざ救助に来てくれた矢や野の勇ゆう吾ごという存在は、今や、理沙子にとってかけがえのないものとなっていた。助けられた後、彼の会社の流通センターで保護され、そこで一夜を明かした。その一夜の間、理沙子は何度も彼に貫かれ、何度も何度も絶頂を迎えた。

（好きな人に、自分の事を好きになってもらうのって、こんな幸せなことなんだな）

　思い返せば、今までの数少ない理沙子の交際経験の中で、自分から好きになった事はなかった。「口説かれたのでなんとなく」「周りもいい人だって言うから」「彼氏くらいはいた方が良い」、その程度の薄い理由で、理沙子は何人かの彼氏と、ぼんやり付き合っていたような気がする。相手に浮気をされたときもさすがに落ち込みはしたが、「自分に魅力がないから仕方がなかった」と思い、別れを受け入れてしまっていた。

（……勇吾さんは、違う）

　昨晩の、彼の表情を思い出すだけで理沙子の胸は高鳴った。『理沙子』と名前を呼ぶ熱い吐息と切なげな声が再生され、身体の奥底が疼うずくような、潤うような感覚をもたらす。

（好き、好き。私、勇吾さんが、好き）

　誰にも渡したくなんか、ない。そんな、独占欲と言っても良い初めての感情が、理沙子の中には芽生えはじめていたのだった。




　台風の翌日、矢野は各部署からの報告や指示、流通センターの再開、あるいは災害に関するプレスリリースなどで早朝から忙しげに立ち回っていて、理沙子に割けるリソースはないようだった。

（私も、自分の会社の掃除とかいろいろあるし、邪魔しちゃだめだよね）

　矢野の会社の、他の社員が出勤してくる前にひっそりと去ろうとする理沙子に、矢野がＳＰの外国人男性二人を、男手として貸してくれたのがありがたい。

「理沙子、すまないが、当分は災害の後処理などで忙殺されそうだ。君も自分の会社が心配だろう。……名残惜しいが、落ち着いたらまた連絡をする」

　エレベーターの直前で、ＳＰがいるのにも関わらず抱きしめられ、深いキスをされる。人前でキスをする恥ずかしさも少しはあったが、それよりも矢野の愛情が唇を通して伝わってきて、腰が砕けそうになるほどに幸せだった。

「……」

　赤らむ頬を隠しつつエレベーターの狭い箱の中に入ると、外国人ＳＰが親指を立て、ウィンクを送ってくる。少々照れ臭さを感じつつも、日に本ほん人じんらしく、曖あい昧まいな笑顔を理沙子は返すしかなかった。




　昨日の台風で孤立していた理沙子の勤務先、『カモノハシ船せん舶ぱく』の事務所は、晴天の下に流されもせずに建っていた。高潮の浸水は、事務所の床を少し濡らしただけで止まったようで、理沙子は胸をほっと撫で下ろす。台風の中では運転が出来ず、停めておくしかなかった理沙子の軽自動車も、健気に駐車場に佇たたずんでいるのも嬉しい。

「リサさん、コレどこおきますか？」

「あっ、ありがとうございます、デスクやチェアは、駐車じょ、えっと、パーキングに出してください！」

　矢野の貸してくれたＳＰの二人は、理沙子一人では引きずるしかないようなオフィス用の重たい机を、軽々と抱え上げて移動してくれる。おかげで理沙子は指示を出すだけで体力仕事はほとんどしないで良く、細々とした掃除に専念出来た。事務所内の物を出して床をモップで拭き上げ、天日干ししておいた机や椅子を戻して配置する。室内に立ちこめる埃ほこりっぽさに掃除機をかけようかとも思ったが、電気がまだ復旧しておらず、気になる所をほうきで掃はくくらいしか出来ない。

（電気が来ないと、パソコンとかチェック出来ないし、何より、クーラー使えなくて暑いよね……）

　理沙子は、矢野の会社で着替えさせてもらった、サンプル品だというＴシャツの胸元をパタパタさせて風を送る。ＳＰの男性達も日本の夏、しかも台風一過の蒸し暑い空気には慣れていないらしく、Ｔシャツとハーフパンツという格好で、汗だくでミネラルウォーターをあおっていた。

（今日はここくらいまで、かな。お盆休みで、会社自体はもともとお休みだしね）

　周りを見渡し、理沙子は本格的に暑くなる前に作業を切り上げることにした。あとは、鴨かも志し田だ社長に会社の状態を報告して、ＳＰさん達には、矢野の会社に帰ってもらおう。理沙子は袖で額の汗を拭き、その旨を拙つたない英語で二人に伝えたのだった。

「はー、疲れたぁ……」

　理沙子は、二人が車で矢野の会社に戻るのを見送り、そして自分の車に乗り込みエンジンキーを回す。海水に浸かっていたら駆動系がだめになっているかもしれない、と不安だったが、軽いエンジン音を響かせて、愛車は息を吹き返した。同時に車内のクーラーを最強にして涼むと、理沙子もやっと人心地がついた。思い返すと、昨日の朝に出勤してきてから、怒濤のように出来事が押し寄せて、理沙子の人生が激変していった。一口、ペットボトルのお茶を飲んだ瞬間、理沙子のスマホが軽快なメロディーを流しはじめる。

「は、はい！　河上です」

　着信は鴨志田社長からのもので、理沙子はおおまかな会社の状況と、まだ電気が復旧しておらず、当面はすることがない事などを伝える。

『……河上さん、怖い思いさせちゃってごめんね。矢野くんに怒られてほんとに、反省したよ。今日の出勤分は、代休にしていいから。あと、俺、会社戻らないでいいの？　片付けとかどうしたの？』

「大丈夫です、社長は奥さんとご旅行を楽しんできてください。矢野さんに人手を貸していただいて、もう掃除はほとんど済んでしまっているので。あと電気が来てからかと……」

　責任を感じているのか、旅行を切り上げて出社してこようとする社長を、なんとか説き伏せる。電気が来ないと当面何も出来ない事、先ほど電力会社にも確認し、復旧は来週半ばになりそうな事、などを伝えて、理沙子は電話を切った。

「ふぅ……」

　軽自動車に運転席でシートにもたれながら、理沙子はほんの少しだけ目を瞑つぶり、深く息を吐いた。頭の中に、いろいろな出来事が浮かんでは沈んでいく。

　矢野さん、いや、勇吾さんと知り合うきっかけになったこの会社。恋をするきっかけになったこの自動車。あとは、昨日の台風で遭難しかけたことや、かけつけてくれた勇吾さんのほっとしたような顔と、昨晩のとろけるような甘い接吻と、そして熱い、真しん摯しな告白。

（まだ、信じられないや……）

　去年の今頃は、失業保険と貯金で細々と食いつなぐ、田舎から出てきたばっかりの寂しい独身女だったのに、今では美形で資産家で情熱的な男性と、恋人という関係になっている。

（勇吾さんは、私のどこがいいんだろう……）

　どう考えてもパッとしない自分を、何であんな完璧な人が気に入ってくれたのか。考えはじめると、どんどん自信のなさが湧き出てきて、弱気になっていく。

「……ううん、大丈夫、大丈夫！」

　だって、勇吾さんはあんなに私を愛してくれた。情熱を孕はらんだ熱い声で、何度も名前を呼んでくれた。一晩に何回絶頂したのか、もう最後の方は訳がわからなくなって、いやらしい声を上げつづけるしかなくなっていた。そんな自分の痴態も思い出してしまい、理沙子は振り払うように頭を振る。

「弱気になっちゃだめ！　勇吾さんはあんなに好きだって言ってくれたじゃない、彼を信じなきゃ！」

　理沙子は自分に言い聞かせるように独り言を吐き出し、ハンドルを握って久しぶりの我が家への帰路についたのだった。




　それからしばらくは、特に何も動くことはなかった。矢野はやっぱり台風からの復旧作業やその他諸々の仕事で忙しいらしく、直接会うことはできなかった。矢野からの連絡は毎日二、三回のメッセージで、短く近況などが書いてあるのと、後は電話がたまにかかってくる程度で、理沙子も気軽に応答できた。週半ばに予定していた帰省の話を理沙子が始めた時には、ついてきたがって困ったが、なんとか理沙子は説得した。
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『明日から帰省するんだろう？　俺が行くのはだめなのか？　君のご両親にもお会いしたいし、明後日あさっての午前中なら四時間ほど空けられる。その後は海外出張が入っているが……』

「あの、ウチの田舎は車でも片道二時間はかかりますので、それでは難しいのでは……」

『近くにヘリポートくらいはあるだろう？　ヘリなら多分、十五分ほどで到着できる。チャーターして向かえば余裕だ』

「え！　ちょっとそれは！」

　理沙子はスマホの通話口で、慌てて矢野の言葉を遮さえぎった。そんな、ヘリコプターなどで飛んでいったら、口さがない田舎のことだ、すぐに地区中の話題になってしまう。「河上のとこの婿が、ヘリコプターで嫁もらいにきた」など、面白がられて噂になってしまったら、目も当てられない。

「だめですだめです！　ほんとに、ウチの方は田舎なんですから〜」

　矢野の、浮き世離れした富裕層らしさの発はつ露ろをなんとか押しとどめて、理沙子は電話を切った。

「も〜、勇吾さんってば……」

　言葉では照れつつも、それでも理沙子は嬉しかった。あの彼が、自分との将来を前向きに考えてくれている。

（親に会いたい、とかって、やっぱり、そういう事だよ、ね？）

　まだ、正式なプロポーズはされていない。だいたい、交際を始めて一週間にもならないし、自分の気が早いのかもしれない。勇吾さんのお父さんはドイツ人で、今は両親そろってドイツにいらっしゃるそうで、もしかしたら、日本のしきたりとはまた違って、ただのボーイフレンドでも親に会ったりするのかもしれない。理沙子はまた、後ろ向きな思考が浮かんでくるのを慌てて消し去った。

「うう、やっぱ痛いな……」

　理沙子は下腹部を押さえる。矢野との帰省を避けたのは、少し遅れて生理が来たせいもある。先ほど生理が来たことを矢野に伝えたとき、電話口の彼が少しがっかりしたようで、「やっぱりセックス目当てだったのか」という考えが浮かんだりもしたが、続く言葉を理沙子は意外に思った。

『そうか、月経か。残念だな……』

「えっ……」

　そうか、やっぱりエッチがしたいだけなのか、なんて一瞬でも考えてしまった自分が恥ずかしい。

『ああ、いや……すまない、先走ってしまって。男性である俺はただ喜べばいいが、妊娠していたとしたら、その、君には負担になるものな。どこかで、君が妊娠していればいい、なんて考えていたことを許してくれ』

「あの、いえ……」

『俺は男だから実感はできないが、暖かくして、ゆっくりしていてくれ。薬などが必要なら、女性の部下に届けさせよう』

「……ありがとうございます。お気持ちだけで嬉しいです……」

　理沙子の胸が詰まるように熱くなる。

　この人は、今までの男性とは違う。それとも自分が今まで交際してきた男性や、周囲の親しい男性達が特殊だったのだろうか。デートと生理が重なってしまった際、薬でずらせないのか、と心ない一言を当時の彼氏に投げられた苦い思い出や、初経の時に父親に「お前ももう女なんだな」と笑われた嫌な経験などが、一気に昇華していくようにも思った。

（勇吾さんは、生理を嫌がったりしないんだな）

　優しい気遣いを感じ、理沙子は嬉しさとともに、愛おしさがこみ上げてくる。

「……やっぱ好きだなぁ。大好き、勇吾さん……」

　抱えたクッションに吸い込ませるように、理沙子はそっと呟いた。感情の大きさを持てあますのか、目頭が熱くなり理沙子は軽く鼻をすする。矢野勇吾が素晴らしい恋人で、どんどん愛情がつのっていく事や、自分の中で大切な存在になっていく事が、なぜか怖いようにも思えた。




　とりあえず、実家の両親には、自分に彼氏が出来た事は言わなかった。お盆のお墓参りも兼ねた親戚の集まりの席では、「嫁に行きそびれた三十女」として、色々なからかいやセクハラめいた発言も投げかけられたが、ニコニコと笑顔を浮かべて全て受け流す。去年までの理沙子なら、そんな言葉にもいちいち傷ついていたかもしれなかったが、今の自分には、愛し愛される恋人がいる。そんな自信が、理沙子の自尊心を支えていた。気疲れのする帰省を終え、母親からの「早くあんたもいい人見つけなさいよ」という言葉を土産に、理沙子はまた、都会の自分の城に帰ってきたのだった。

「は〜、今日からまたお仕事か〜……」

　船舶ディーラーの仕事の楽しさもわかってきたけれど、それでもやっぱり連休明けの出勤は辛い。いつもより気合を入れてリップを引いて、ハンドルを握り理沙子は『カモノハシ船舶』に出勤した。

「おはようございます」

「河上さん、お疲れ様。片付け色々やってくれてありがとうね」

　珍しく、鴨志田社長が理沙子より早く出勤してきていて、事務所の掃除をしていた。デスクの周りの床を見回せば、理沙子が諦あきらめた電気コードやＬＡＮケーブルのアレコレが整然と敷かれていて、台風の前より事務所が綺麗になったようにも思う。

「社長、全部直されたんですか？　電気系統ほっぽっておいてすいませんでした……」

「いやいやいや、電気来ないと、これとかはどうしようもないでしょ？　金曜日に電気が復旧した、って連絡来てさ、土日で大体直したよ。いや〜、床の配線とか全部死んでて困った困った！　今はパソコンもＩＰ電話も問題なく繋がるよ」

　直ったクーラーの風で涼みつつ、社長が声をかけてくる。

「……良かった、テレビもちゃんと映るな。風でアンテナ歪ゆがんでたから、心配だったんだけど……」

　リモコンでチャンネルを変えつつ、社長が独り言を呟つぶやいている。そんな風景を見ながら、理沙子は自分のパソコンを立ち上げて、たまったメールを処理しようとしたその時、テレビがよく知っている男性の名前をしゃべり出した。

『次のコーナーは芸能特集「ゼゼネットＣＥＯ、あの矢野勇吾に新恋人!?」などなど！　ＣＭの後お楽しみに〜』

　理沙子の動きが、硬直したように止まる。動きを止めながらも、理沙子の頭の中は高速回転していた。

（え、台風の日以来、勇吾さんに会ってないのに。そりゃ電話とかメッセージはしてるけど……。そういうのが漏れた？　でもまだ一週間ちょっとしか経ってないのに早くない？　芸能マスコミってそんなものなの？　もしかして、事務所にもレポーターさんとか来たりする？）

「あはは、矢野くんまた、なんかスクープされてるなぁ。って、河上さんごめん……」

　理沙子の思考がぐるぐる回る。そして、意を決っして社長に向かって叫ぶように声をかけた。

「あのっ！　社長！」

「うわっ、びっくりした！　なに河上さん、どしたの？」

　いきなり理沙子に詰め寄られ、リモコンを片手に立っていた社長が少しよろめいた。しかし、理沙子の思い詰めたような表情を見て、社長は何かを察したようだった。

「その、あの、台風の時、助けてもらって、私、勇吾さ、いえっ、矢野ＣＥＯといま交際してまして、多分、今からテレビでやるのってソレなんじゃないかと……」

　焦ったあまりに上手く事情が話せず、伝わったのかどうかいまいちわからない。理沙子はきょとんとする社長の前で深々と腰を折り曲げ、最敬礼する。色々迷惑をかけた恩人の社長に、報告もしないで浮かれていた、と反省の心も湧いてきた。

「……ああ、いやいやいや。良かったじゃない！　いや〜、俺も矢野くん心配してたからさ〜、河上さんなら平気だよ、応援するよ！」

「ほんとにその、いろいろご迷惑もおかけして、お世話になっていて、結局付き合ってしまいまして、その……。報告もせずに……」

「え〜、俺、別に、あいつの保護者でもないし報告なんていいよ。ってか、そっか、ここにマスコミ来たりもするかもしんないのか……。いいよいいよ、宣伝になるよ！　大丈夫大丈夫！」

　楽観的な鴨志田社長の言葉がありがたい。理沙子はほっとしながら、テレビのＣＭが明けるのを待つ。

　『ゼゼネット・矢野ＣＥＯ、真剣交際発覚!!』

　ＣＭが終わるのと一緒に、そんな画面が映し出され、カメラはスタジオに切り替わる。男性の芸能レポーターがそんなテロップを指しながら原稿を読みはじめる。

『それでですね、皆さんご存じの、あの美形すぎるＣＥＯ、矢野勇吾さんなんですけどね、先週に台風来たでしょ？　その前の晩に連ドラ女優と路上で手繋ぎデートをしてた、ってのを激写されまして〜』

　その言葉に、理沙子の唇が色をなくしていく。

『まぁ、写真も不鮮明なんですけどね、この今期の連ドラ主演女優××さんと矢野ＣＥＯ、超高級寿司店から出てきて、手を繋いでしばらく歩いた後、タクシーを拾って一緒にどこかに消えていった、とね、そういう証言が』

　続く言葉の意味も、理解出来ない。隣で一緒にテレビを見ていた鴨志田社長もオロオロとして、テレビの画面と理沙子の顔色を見比べては、どう声かけをしようか迷っているようだった。

『まー、××さんの事務所は「本人も大人ですので、節度ある交際を認めています」と否定しないですし、ゼゼネットの広報は「海外出張中です」との事で連絡とれないし、で〜』

「いやいやいやいやいや、河上さん！　ほ、ほら、火のない所に煙を立てる、ってやつで！　マスコミさんもこういうのがお仕事だし！」
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　立ち尽くす理沙子に、社長がなんとか声をかけていく。しかしショック状態の理沙子の耳には届かず、ぼんやりと虚うつろな視線だけが返ってきた。

　結局、その日は一日、理沙子は使い物にならなかった。遅れて出勤してきた青あお木きが、鴨志田社長に何があったか聞いて、たまったメールの処理などをしてくれた。

「……河上さん、定時だけど、大丈夫かい……？」

「……あ。社長、すいません、だいじょうぶです……」

　いつの間にか事務所が閉まったのだろうか、理沙子はやっと我に返って辺りを見回した。まだ明るさの残る外を見ると、海面に夕陽が反射してとても綺麗だった。

（……きれい……、そうだ、勇吾さんと初めて一緒に車乗ったときも、こんな感じだったな……）

　何を見ても、矢野の事を思い出してしまう。あの報道は本当なのだろうか。アレが本当なのだとしたら、今まで自分に囁いてくれていたあの愛の言葉は、嘘だったのだろうか。混乱した理沙子の頭ではよくわからない。

「あのね、河上さん。矢野はモテるけど、モテる分だけ淡泊で、その、二股とかは多分しない、と思うんだよね。ってこれ、フォローになってないなぁ、ごめん……」

「はい……、だいじょぶです……」

　鴨志田社長が、自分を元気づけようとしてることだけはわかる。お礼を言って立ち上がり、理沙子はなんとか気力を振り絞りつつ家路についた。




　それから二日間、理沙子は正直、虚脱状態だった。初めて、とも言える恋心を抱いた相手に二股疑惑が持ち上がった衝撃は、到底受け止めきれるものではなかった。矢野に対する連絡は、一度だけ「報道を見ました」というメッセージを送るのが精一杯で、それに既読がつかない事実が理沙子を打ちのめす。さらに追い打ちをかけたのが、その「熱愛相手」とされた売れっ子女優の、囲みのインタビューだった。その女優は、付き合ってるとも何も言わず、「私にはもったいない魅力的な人。とても光栄です」と、そんな意味深な言葉だけを残して引っ込んでしまう。ちゃんと否定してくれなかった、というその発言も、理沙子にはショックだった。

（あの夜とか、全部、嘘だったんだろうか）

　失恋かもしれない、という、それよりも、今まで自分に囁いてくれていた矢野の真摯な愛の言葉が、全部嘘だったのかもしれない、という疑心暗鬼が理沙子を追い詰めていく。

（だいじょうぶ、大丈夫。あれは何かの間違いで、既読がつかないとか連絡がとれないとかは、きっと勇吾さんが海外出張中だから……）

　そんな一いち縷るの望みに縋すがり、なんとか精神を立て直していく。確かに失恋かもしれないけれど、こんなのは人生によくある事で、みんなに迷惑をかけてはいけない。

（社会人として、ちゃんとしなければ）

　そう背筋を伸ばして、三日目の朝はしっかりとハンドルを握り、理沙子はいつもの事務所に出勤していった。

「おはようございます！」

　鴨志田社長と、いつもは遅刻してくる青木までそろっていて、理沙子を振り返る。そんなに心配をかけてしまったのか、と少し反省しつつ理沙子は自分の席に着く。

　大丈夫、大丈夫。と、自己暗示をかけながら、理沙子は自分の仕事をこなしていく。ちょっとでも手や頭を動かしている方が、気も紛れて精神衛生上はいいようだった。もともと、何もないただの三十女だったのだ。少しでも、玉の輿に乗れるかもしれない、という夢を見せてもらっただけでも、ありがたいと思うしかない。そこまで、理沙子は悟ってきていた。不安を覚えたとしても、矢野を問い詰めるとかそんな事は出来ない。

（だって、絶対に私なんか負けちゃう……）

　矢野の周囲には、女優やモデルなど美しい女性達がたくさんいて、私なんか吹けば飛ぶような存在で、それはわきまえないといけないのだ。

「河上さぁん、これとこれ、請求書回しときましたんで〜」

　もともと明るい青木くんが、更にとってつけたような明るさで、へらへらしながら声をかけてくれた。みんなの心遣いも嬉しい。私には、ここみたいな働きやすい職場もあるんだ、大丈夫だ。そう言い聞かせるけれど、理沙子の胸の中にはぽっかりと穴が空いたようだった。

「あっ」

　そんな、沈ちん鬱うつな空気が漂う中、スマホを見ていた社長が小さく声を上げた。そして慌ててテレビをつけ、チャンネルをあちこち変える。パッと映ったワイドショーの画面に、よく、この事務所で見ていた顔が映る。

（勇吾さんだ）

　緊張感が理沙子の身体を硬くする。

「今さっき、スマホのニュースで、『矢野ＣＥＯ帰国、交際報道の真相は？』なんて通知が来て、なんか空港から中継あるっぽいし」

　ぶつぶつ言いながら、社長はテレビの音量を大きくする。聞き覚えのある声が、いらだちを隠さないまま、テレビから流れてきた。

『……ですから、その女優の××さんとは、一度、マネジャーさんやこちらの社員も同席する状況で、仕事の一環として食事をしただけです。手を繋いで、という報道などは知りませんね』

　帰国したところを空港で捕まったらしい矢野は、いかにも面倒くさそうに、食い下がるレポーターに答えていた。その表情と言葉を聞くと、彼を諦めようと一度は考えた理沙子の恋心が、むくむくと息を吹き返してくる。

『それは、私が釈明すべき問題ではない。あなた方の想像でしかない』

　画面の中、空港用のカートを押して歩く矢野は、表情にも怒りが滲にじみ出ていて、見てる理沙子もはらはらとする。

「矢野くん、怒ってるな〜。こういう人たちって、怒らせるのが商売、みたいなとこもあるもんな……」

「挑発して怒らせて本音を引き出す、みたいなヤツですか？　ボク、そーいうの苦手っすね……」

　そんな社長や青木の心配とは裏腹に、矢野はとうとう我慢出来なくなったのか、空港の一角で立ち止まり、レポーターに対していつもの毒舌を吐きはじめた。

『だいたい、だ。君たちはいつもいつも、ただの噂や売名行為を、さも真実のように報道して俺という存在を消費していく。今までは、そういった行為も経済活動の一環なのだ、と見逃してきたが、もう無理だ』

　矢野の、整った顔の造作が歪み、怒りを露わに周囲のカメラやマイクを持った報道陣を睨み付ける。

『今の自分にはもう、心に誓った愛する女性がいる。芯の一本通った、素敵な女性だ。君たちのこのような行為は、俺たちの未来にとって迷惑でしかない』

　言い切る矢野が、足早に立ち去ろうとする。その言葉にどよめく報道陣と、更に突きつけられようとするマイクやカメラを、理沙子もよく知っているＳＰの外国人男性二人が、大きな身体を入れて押しとどめた。矢野はそこからプライベートエリアに入ったようで、テレビに映る背中が小さくなっていく。レポーターは興奮した様子で、「あの矢野ＣＥＯが真剣交際宣言です！」などとしゃべっているが、理沙子の耳にはあまり意味を持って届いてはいなかった。

（勇吾さんのあれ、って、私のことだよね……？）

「あれって、河上さんのことですよね!?　いやぁ、良かった！　ボクずっと、矢野さんと河上さん推してたし〜」

　脳天気に青木は喜んでいて、やっとそこで理沙子にも、全国放送で熱烈な告白を受けた実感が押し寄せてきた。頭に血が上り、頬がかぁっと熱くなる。それとほとんど同時くらいに、机の上の理沙子の携帯が振動しはじめる。着信はもちろん矢野のプライベート携帯からで、少し迷うが社長の「出なさい」というアイコンタクトを受けて、理沙子は震える携帯を手にした。

「はい……河上です」

『矢野です。理沙子、大丈夫か？　不安にさせてしまったな』

　その、自分を気遣ってくれる優しい声色に、理沙子は目頭が熱くなる。この三日間の不安を全て、矢野は拭い去ってくれる。周囲の噂に振り回されて、矢野に不信感を抱いていたことすらも恥ずかしく思う。

「大丈夫です。あの、テレビ見てました……」

『すまない。彼らの挑発に乗って、つい思う事を吐き出してしまった。あまり良くないのはわかっているんだが、どうしても我慢が出来なかった……』

「いえ……、その嬉しかったです……。だめですね私。勇吾さんは注目されてるから、こんな事もあるかも、って覚悟してなきゃいけなかったのに、弱くて……」

『君は弱くない。妙な噂をたてるあいつらが悪い。俺こそ、心配をかけてすまなかった』

　はっきりと言い切る矢野の言葉が頼もしい。

『……やっと、俺も明日から休暇が取れた。良かったら、今からでも君に会いたいのだが……』

「わ、私も会いたいです……。でも今日明日は、はまだ会社が」

　そう断ろうとすると、いつの間にか後ろにいた社長が、声をかけてくれる。

「いいよ、河上さん。ほら、この前の土曜日、台風の片付けで休日出勤だったし、明日は代休とっていいよ。ね？　明日はアポないんだろ？」

　社長の大きな声は電話の向こうの矢野にも聞こえたらしく、笑う声がスマホから聞こえてきた。

『では、もうすぐ俺は到着するから、勤務が終わり次第、マリーナに来てくれ。ここなら邪魔は入らない』

　矢野も自分に会いたい、と思ってくれていることが、とても嬉しかった。通話を切りスマホを置くと、両隣で理沙子を挟むように会話を聞いていた社長と青木の二人が、ニコニコとしながら二人で親指を上げてくる。

「あの、あの、すいません。私事わたくしごとでお騒がせしまして……」

「いいっていいって！　俺、もともとお節介だからさ〜、こうやって、若人がくっついていくの見るの好きなんだよね」

「ボクも、こういうドラマチックな展開好きっすよ！　良いですよね、河上さんシンデレラみたいですよ！」

「も〜、二人ともやめてください〜！　恥ずかしいです……」

　口々にお祝いをしてくる二人に、面おも映はゆい気持ちを抱きつつ、理沙子は席に着こうとする。とりあえずは残りの業務を終わらせてしまおう。そんな事を考えながらパソコンに向かうと、社長がまた声をかけてきた。

「ダメでしょ河上さん、すぐ矢野くんとこ行ったげなきゃ。ほら！　パソコン閉じて！」

「えっ？　で、でも、この契約書、明日使うんですよね、今のうちに作らないと……」

「いーのいーの、後は青木くんにやらせるから。もう退勤していいよ！　あと君は明日から三連休！　また月曜日によろしくね〜」

「そうですよ。ボクやっときますから、ほら、早く！」

　戸惑いつつも、二人に追い立てられるように理沙子は慌てて荷物をまとめ、厚意に甘えて会社を後にする。正直、矢野に会いたい気持ちはつのっており、あのまま仕事を続けていても効率は悪かっただろう。
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「……たまには、いいよね」

　言い訳をするように理沙子は独り言を呟き、自分の軽自動車に乗り込む。そして、少し傾きかけた太陽の照らす中、埋め立て地の広い道を、片道三十分の最寄りのマリーナに向けて車を走らせはじめた。




　マリーナに到着すると、桟橋にはよく目立つ、矢野のスポーツクルーザーが繋けい留りゅうされていた。マスコミもここは盲点だったらしく、周囲にはいつも矢野のガードをしているＳＰの二人しかおらず、理沙子はほっと胸を撫で下ろす。

「理沙子！」

　理沙子の姿を見つけたらしいＴシャツとジーンズ姿の矢野が手を振り、名前を呼んでくる。その声色はとても嬉しそうで、理沙子の心も浮き立った。と、同時に、少し心配もしてしまう。

「あの、矢野さん。そんな風に叫ばれると……」

「ん？　警戒してるのか？　大丈夫だ理沙子、ここにはマスコミ連中は来ていない。ダミーの社用車を走らせて本社に向かわせて、俺は空港から海路で直接ここに来たからな」

　まるで、いたずらが成功した少年のような矢野の、どこか得意げな様子を、理沙子はかわいらしいとすら思ってしまった。冬に初めて、この場所で会ったときとは大違いの感想に、理沙子は自分自身でも驚いてしまう。

（あの頃は、勇吾さんの事があんなに怖かったのにな）

　今は、こんなにも愛おしい。理沙子は早足でタラップを駆け上がると、甲板で待つ矢野の腕の中に飛び込んだ。

「……勇吾、さん」

　名前を呼べば、ぎゅうと強く抱き返してくれる腕の温かさが嬉しかった。理沙子の中に多幸感が広がって、厚い胸板に顔を埋め、矢野のいつもの香水の匂いを味わう。

「ん……」

　どちらかともなく唇が近づき、軽く触れあう。その感触はとても甘やかで、夕陽に照らされた理沙子の頬が、ぽわっと上気して赤らんだ。

「……君から購入したクルーザーだ。少し狭いが、俺の免許だとここまでしか動かせないからな。我慢してくれ。まぁ、二人だから大丈夫だろうが……」

「え？　あの、二人きり、なんですか？」

　矢野の言葉に、理沙子は少し戸惑った。いつも一緒にいる、あのボディーガードの二人は乗らないのだろうか。きょとんとした理沙子の表情で察したらしい矢野は、柔和な笑顔を浮かべ、答えてくれる。

「そうだ、理沙子。明日から君も休暇が取れたんだろう？　鴨志田の声が聞こえてきたぞ。休暇が終わるまで、この船で二人で過ごそう」

「あの、嬉しいです。嬉しい……、勇吾さん……」

　そんな矢野の言葉に、理沙子は涙ぐみながらうなずくしかできない。忙しい彼が、自分の為に休暇を取ってくれて、しかも二人だけのクルージングを用意してくれている。理沙子の中で、矢野への感謝と愛情と、色々なものが混ざり合い溢れ出る。理沙子は再び矢野の身体にしがみつき、上手く言葉にできない感情を、強く抱きしめることで示したのだった。




　手慣れた様子で矢野は航行を始め、クルーザーは波を切り、沖合に出ていく。都会では蒸し暑かった空気が、沖に出れば日が沈んだこともあり、爽やかに吹き渡り理沙子の濡れた髪を揺らした。

　クルーザーの中のシャワーブースを借り、用意されていた薄手のナイトウェアに着替える。ボルドーのキャミソールと、揃いのショートパンツのナイトウェアは手触りのいい絹で、理沙子の肌を涼やかに滑り、とても心地が良かった。

「綺麗だな……、理沙子……」

　船を停泊させ、運転席から出てきた矢野が、甲板で涼む理沙子を後ろから抱きしめる。いつの間にか月が高く上がり、十三夜ほどの膨らんだ月の光が、海面をまるで道のように照らしている。

「……月って、明るいんですね」

　理沙子はふっと呟く。

「そうだな……」

　矢野も同じように月を見上げ、理沙子の髪を軽く梳すきながら答えてくる。

「海も、夜の海がこんなに暗いなんて知りませんでした」

　少し手すりから身を乗り出し、理沙子は夜の海を覗き込む。暗い海面はクルーザーからの僅わずかな光と月光でゆらめき、本能的な恐怖を感じてしまう。

「怖いか？」

「少し。でも、勇吾さんがいるから大丈夫です……」

　その言葉に、矢野は微笑みを浮かべ、理沙子の唇を奪った。舌を差し込み、お互いに呼応するように唇を押しつけ合う、深いキス。理沙子の膝が少し緩み、背中から抱きしめてくる矢野に、身体を預けるような体勢になる。

「……そうか……。しかし今回は君を守り切れなかった。不安にさせたな……」

「私も、勇吾さんがあんなに愛してくれたのに、疑う、っていうか、諦めそうになってしまって。……すいませんでした」

　肩を落とす理沙子を、矢野は自分に向き直らせ、まっすぐに瞳を見つめて言い切る。

「理沙子、愛している。どうか、俺と、結婚してほしい。君と一緒に、これからの人生を送りたい」

　ポケットからジュエリーボックスを取り出し、矢野は理沙子に渡した。理沙子が箱を開ければ、そこには宝石の嵌はまった瀟しょう洒しゃな白金のリングが煌きらめいていて、理沙子の瞳からは嬉しさに涙が溢れてきた。

　鼻をすすり、声も出せず、うなずくだけの理沙子の頭を撫なで、矢野は甲板に跪ひざまずくと、左手の薬指へとエンゲージリングをはめる。理沙子の指にぴたりと収まるそのリングは月光を受けながら光り、二人の前途を祝福してくれているようだった。




　二人はそのまま船室の豪華なベッドにもつれるように倒れ込み、お互いを貪り合うような激しいキスを交わしはじめた。

「んっ……！」

　キャミソールをまくり上げられ、理沙子の密やかな乳房が露わにされ、矢野はその尖せん端たんに甘く歯を立てながらキスを続ける。湿った音が船室に響き、その度たびに痺れるような性感が理沙子に送り込まれる。ただ、矢野の愛撫はその下には与えられることはなく、十五分以上も延々と乳首のみを吸われ、舐ねぶられ続け、もどかしい快感に理沙子は身悶えするしかない。
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「っ、は……、あ、あの、おっぱい、ばかり、なんでぇ……」

　唾液で濡れそぼり、硬く立ち上がった乳首を強く押し込まれ、そして捻るように摘ままれ、理沙子は自身の奥が熱く濡れていくのを自覚する。矢野はそれには答えず、右の尖端を口に含むと、強く吸い上げる。

「ひ、っ、んん！　ゆ、ゆーごさぁん……」

　イヤイヤをするように理沙子の頭が揺れ、何かを期待するように内ももを擦り合わせる様子はとても扇情的だった。

「……どうした？」

　理沙子が、何を求めているのかなど、矢野にはわかる。けれど、どこか嗜虐的な欲望が湧いてきて、つい彼女に対して煽あおるような言動をしてしまいたくなる。

「ど、どうした、じゃなくって。あの、し、下も……、その……」

　仄ほのかに明るい、間接照明だけの船室の中、矢野はいたずらっぽい笑顔をしながら、腹の下でくねる理沙子を見下ろしていた。

「下も？　どこのことだ？」

　矢野が、何を言わそうとしているのかは、わかる。でも、理沙子の羞恥心が呼び起こされ、うまく口にすることが出来ない。

「……あ、あの、したの、その、わ、私の、恥ずかしいところも、触ってほしい、です……」

　最後は、消え入るように言葉が小さくなるが、矢野の中の雄にはその言葉は響いた。恥ずかしげに淫らな行為をねだる理沙子の姿に、欲望は刺激される。

「……かわいいな、理沙子」

　するり、とショートパンツが脱がされ、理沙子の下半身は、ショーツ一枚となった。矢野の血管の浮いた男らしい手が理沙子の太ももを割り、理沙子の言う「恥ずかしいところ」を至近距離で覗き込んでくる。

「理沙子、胸だけでこんなに濡れたんだな」

「違うのにぃ……」

　感嘆するような矢野の言葉に、さらに羞恥が刺激され、恥ずかしいのと、これから与えられるであろう快感への期待に、理沙子はまた奥から何かが溢れてくるのがわかった。

（……恥ずかしいのに、濡れちゃう……）

　ぐ、とショーツを持ち上げられ、性器の形が布越しにはっきりわかるほどに食い込まされる。布地に硬くしこった陰核を潰されるような形になり、理沙子の腰が軽く跳ねた。

「あ、やだ、やだぁ、あんまり、見ないでください……」

　息がかかるほどの近くで、女の、一番秘めて起きたい箇所をじっくりと視姦されて、理沙子の肉にく襞ひだが疼うずいた。足を閉じてしまいたいほどに恥ずかしいのだが、矢野の指はがっちりと理沙子の肉厚の太ももを押さえ、そんなことは許されない。

「ひゃんっ！」

　ショーツの、薄い布地を秘裂に食い込まされたまま、矢野の唇が理沙子の性器全体を覆った。ぬめぬめと厚い舌が陰唇から陰核に沿って何度も這わされ、その度にじわじわとした性感が骨盤に送り込まれ、重く溜まっていく。

（……っは……、きもち、い……）

　ひくん、と膣壁が蠢うごめき、きゅうきゅうと中に何かを送り込むような動きが、理沙子の意思とは無関係に始まってしまう。その間も矢野は味わうように陰核と陰唇を舐め続けるだけで、かたくなに中への侵入はしてこない。

「んあ、あ、あぁ……」

（欲しい）

　理沙子の頭の中で、そんな言葉が浮かんでくる。

　貫かれたい。揺さぶられたい。矢野の、暴力的とも言える質量の陰茎で、性器をぐちゃぐちゃに犯されて、理性を壊されるようなあの快感は、理沙子の中に完全に根付いていた。

「あ、あの、ゆ、ゆーごさん……、なんでっ、あんっ、その、きょうは焦じらすんですかぁ……っ？」

　ショーツも脱がされ、もうふやけるほどにクリトリスをしゃぶられ続け、小さな絶頂は何度も理沙子に与えられていた。でも、理沙子は、あの快楽を求めて、いつもは言えないようないやらしい言葉を、矢野に向かって吐いてしまう。

「ほ、欲しいんです、私、勇吾さんが欲しい……」

　矢野は顔を上げると、嬉しそうな笑顔を浮かべる。

「はは、本当に理沙子は、やらしくてかわいいな……」

「だって、だってぇ……、勇吾さんがそんな風にしたんです……」

　まだ付き合って間もなくて、身体を重ねたのも数えるほどなのに、理沙子の身体は、いつのまにか矢野に寄って変えられてしまっていた。セックスなんてそんなに好きでもなかったはずのに、今の自分は、早く挿入してくれ、なんて恥ずかしいことを強ね請だるようになってしまっている。顔が赤くなったのは快感からなのか、それとも羞恥からなのか、理沙子にはもうよくわからなくなっていた。




「……理沙子……、好きだよ」

　矢野が、先ほどはめた理沙子の薬指の指輪にキスをしながら、ひたりと尖端を小さな入り口に押し当てる。挿入の瞬間は緊張が走るが、理沙子の身体はもう、そのあとの快楽を覚えてしまっていて、期待から膣口はひくついてしまう。

「くふ、ぅ、ぅっ、うううぅ、うぅ……」

　侵入の圧迫感と、狭い通路を無理矢理に拡げられる苦しさから、理沙子の口からは呻うめき声がもれた。

「すまない、理沙子……っ」

　矢野も、締め付けられる苦しさからか息を詰めながら、それでも腰を進めてくる。

（ぅあ……っ、痛い、けど、すぐに……）

　下半身から力を抜くように意識をしながら、理沙子は矢野の巨根を受け入れていった。ゆっくり、ゆっくりと貫かれるのはすぐに痛みはなくなるが、代わりに喉の奥から押し出された空気が漏れていく。

「く、ふ、うっ、ひんっ！　ん、あぁあ……、あー……」

　こつり、と奥の、多分子宮口だろう部分に亀頭が当たる感覚が腹の奥でして、矢野の動きが止まった。そのまま二人は繋がったまま動かずにお互いを抱きしめ合い、粘膜同士を馴染ませ、一体感を身体全体で味わった。

「すき、すきぃ。ゆーごさん、ちゅーしてぇ……」

　まぶたの裏がチカチカするような鈍く続く快感と、身じろぎする度に僅かにこすれる粘膜同士の気持ち良さ、そして息の出来なくなるような圧迫感が、理沙子の思考を朦もう朧ろうとさせる。矢野は理沙子の言葉にうなずくと、大きな口で理沙子の唇をまるで食べるかのように覆い、その舌をねじ込んでくる。

「はむ……う、うん……っ、すき、む、うぅ……は、はあ……」

　たまに息継ぎをしながら、お互いに足を絡め、大きな生き物になったような時間が過ぎていく。頭の中が、トロケてなんだかよくわからなくなっていき、自我が混ざり合ったような感覚がただただ気持ち良かった。

（こういうのも、いいな……）

　そんな言葉が浮かぶけれど、多分、自分は矢野と一緒ならもう、なんでもいいのだろう。理沙子は目を瞑り、溶け合う快楽の海へと沈んでいく。

「ごめ、りさ、俺もう、出したい……」

　抱きしめていた矢野が繋がりながら体勢を変え、正常位へと体位が変わる。理沙子はぼんやりしながら軽くうなずき、矢野は太ももを肩に担ぎ、彼女の身体を二つ折りにするような勢いで奥へと挿し貫いた。

「あ、ん、あああっ!!　あ、ん、っ、だめ……ぇっ!!」

　今までの、ゆるい快楽の海を漂う状態から、一気に激しい渦へと投げ出される。今まで溜まっていた性感が一時に吐き出され、理沙子は、一突きで絶頂へと追い上げられた。

「あ、いく、も、こんなのぉ、イク、イッちゃう、だめなの、にぃっ！　い、いや、ああっ、んんっ!!」

　内ももに一瞬力が入り、すぐに弛し緩かんする。膣壁は痙けい攣れんを続け、そんなひくひくと震える狭いソコに、矢野は何度も容赦ない抽送を加えた。

「あ━━っ、ゆうご、さ、それぇ、またい、イッちゃ、あ、だめ、ですっ、もぉ……、んあああっ！」

　動かされる度に、快楽のピークが理沙子の身体を電撃のように突き抜けていく。ぶちゅ、と溢れた愛液をかき回され、理沙子は歯を食いしばりながら、なんとか快感をやり過ごそうとする。

「……君は」

　不意にぴたり、と矢野の動きが止まった。

「ふ、ふぇ……？」

　まだ絶頂の余韻が残るなか、理沙子は不穏を感じ矢野の顔を見上げた。

「すまない、途中で。ただ気になっているんだが、君はなんで、セックスの最中に『だめ』とか『イヤ』など言うんだ？　最初の時はそれで、嫌だったのか、と少し落ち込んだ……」

　矢野は、からかっている様子はなく、真剣な表情だった。

「あの、わかんない、ですっ、は、反射で、『イヤ』とかって、出ちゃって……」

　快楽で思考力が低下してるなか、そんな事を聞かれても答えられる訳がない。なんとか返すけれど、矢野が納得している様子はない。

「……そうか。では、そういうのではなくちゃんと『気持ちが良い』と返してほしい。無理か？」

「ど、努力、します、っ、くう、うぅぅっ、うっ、あ、それ、だめ、です……っ！」

　ぐい、と腰を押し込んだ矢野の、男根の尖端が、理沙子のＧスポットを抉る。快楽への来たと不安がない交ぜになり、反射でつい「だめ」と口にしてしまい、身体の上の矢野の表情が曇る。

「す、すいませんっ！　で、でも、きもちいいの、こわくて……」

「なぜ？」

　そう聞かれるともう、答えようがない。矢野は、泣きそうな理沙子を見ながら、覆い被さりその耳元に囁いてくる。

「……荒療治をしようか、理沙子。君が『イヤ』『だめ』などの否定語を使った回数、俺は君をイかせる事にしよう」

　矢野の提案に、理沙子の顔色が変わった。今でさえ、頻ひん繁ぱんに失神してしまうほどに絶頂を与えられているのに、そんな事をされたら。

「そ、そんな、だめですぅ……」

「ああ、また言ったね。これで一回、と……」

　にやり、と矢野が楽しそうな、嗜虐的な笑みを浮かべてくる。

（勇吾さんの意地悪……）

　眉根を寄せながら理沙子は睨み付けるけれど、そんなのは矢野の中の雄を煽るだけだろう。何より、自身の中、敏感な粘膜が矢野による提案に期待して、理沙子の理性を無視してひくついている。

（わかんない、わかんないよぉ、もぉ……）

　半ば投げやりになりながら、理沙子は目を瞑り、矢野の愛撫を待つように身体から力を抜いたのだった。




　ぱちゅん、ぱちゅん、と、ぶつかり合う肌が湿った音を立てる。今は理沙子は片足を抱え上げられ、ねじ込まれるように矢野の男根を受け入れていた。あの、矢野の提案の後、理沙子はうっかり「イヤ」などと言ってしまい、総計十数回は絶頂させられている、そんな計算になっている。

「んあ、あ━━、あ、あん、おく、い、イイ、ですっ！　きもちい、きもちいいですぅ……」






[image: ]






　体位のせいか、奥の気持ちの良い箇所を何度も擦られて、その度に頭が白く弾けそうになる。

「いいな、理沙子、そう、素直に、自分の身体の快感を受け入れて……っ」

　挿入を続けられながら、ぎゅう、っとクリトリスを強く摘ままれて、理沙子の背中が反らされる。

「ひゃ、あぁっ、ん！」

　同時に膣壁が収縮し、理沙子の骨盤に甘い、甘い疼きが溜まっていった。

（あ、きもちい、奥、突かれながら、クリいじられるの、すきぃ……）

「も、っと、くりとりす、いじめてぇ……っ！」

　自分の口から転がり出てきたイヤらしい言葉が、信じられない。こんな恥ずかしい、淫らな女だったのかと、理沙子は頭を振るけれども、矢野は笑って、クリトリスへさらに愛撫を加えはじめた。

「く、ふ、うん、うぅ、あんんっ、そこ、きもち、いいのぉ……」

　奥の、子宮口の辺りを亀頭でぐりぐりと刺激されつつ、かたくしこった陰核を震わせられて、きゅぅっと内壁が縮む感覚がする。肌も全てが敏感になり、脇腹に触れられるだけで、背筋がびくりと跳ねた。

「すごいな、これなら、奥まで行ける、かな？」

（おく？　おくって、なんだろ……）

　快感を送り込まれつづけたせいで、もう、甘い何かに頭がいっぱいになり、理沙子は上手く考えられなくなっていた。けれども、すぐにその言葉の意味をたたき込まれることになる。

「おく、って、あ、ああああ、あっぐ、ぅぅうあああ!!」

　今まで、突かれるように動かされていた子宮口に、ぐい、とすさまじい圧迫感が押しつけられた。メリメリ、っと何かが軋きしむような感覚がおヘソの裏、子宮の入り口あたりから背骨を通り、振動が脳にまで伝わってくる。

（うそぉ、入っちゃうぅ、子宮、犯されちゃうっ……！）

「や、やだ、これぇぇ！　し、しきゅう、らめなのぉ！」

「やだ？　またイクの、増えるぞ？」

　楽しそうな声が、頭の上から降ってきて、理沙子は身震いした。

（イヤ、じゃない。イヤじゃない、でも）

「でもでもぉ！　き、きもちよすぎて、おかしくっ、うぐ、お、おかしくなっひゃう、よぉ……っ」

　もう自分でも何を言いたいのかよくわからない、たどたどしい言葉で哀願するしか、理沙子にはできなくなっていた。こんな言葉を吐いたって、止めてくれる訳なんてないのに。

「……おかしくなっていいよ、りさ……っ、ぐ、うぅっ！」

　矢野が、最後の一撃をたたき込む。ぶちん、お腹の中で何か輪っかが弾けたようなそんな音がしたような、そんな気がした。同時に膣の最奥の、その先にまで長大な質量が入り込む。

　入った。理沙子は誰も到達したことがない子宮を、直接に犯されて背筋を限界まで反らせ、ガクガクと痙けい攣れんしながら絶叫した。

「──っ、ひぃぃぃぁああああああっっ!!」

　頭の中もお腹の中も、今まで経験したこともないようなすさまじい性感に襲われて、一瞬で気が遠くなる。矢野が腰を引くと、じゅぽ、とくぐもった音が腹から聞こえ圧迫感が緩み、理沙子はほっと息を吐いた。

「ふあ、あ、ああああっ、あひ、おぐ、おぐ、もぉ……っ！」

　次の瞬間、また子宮を直接に貫かれ、怒濤のような快感が押し寄せる。理性はもう弾け飛んで、理沙子はもう、嬌声をあげ続けることしかできない。

「きもちい、これ、おかし、わたしもぉ、おかひく、なっれっ、あぅ……っ！　うぐううう、うあ、あ━━━━ッ!!」

　ぶちゅ、と子宮口を貫かれ、内臓を直接揺らされ、もう、限界近くまで理沙子は快楽の渦へとたたき込まれる。愛液はとめどなく分泌されて、矢野が熟れきった肉の穴を蹂じゅう躙りんするたびに飛び散り、シーツを汚す。

（こんにゃの、こんな、えっちされたら、もぉ、むり、っ、むりだよぉ……）

「ああ、あひ、ぎもぢ、い、きもちいい、よぉっ！　もっろ、もっろおかひてぇ……!!　ぐちゃぐちゃに、されるのすき、すきぃ!!」

　身体はもう、快楽を受け止め切れないと、限界だと悲鳴をあげているのに、理沙子の口から出てくるのはねだる言葉ばかりになる。

（もっと、もっとほしい、ゆうごさんが、ほしい）

「いっぱい、ほしいよぉ、ゆーごひゃん、くらさい、う、うぁ、あっ、しきゅうに、せーしくらひゃいいぃっ!!」

　もう唸りながら腰を叩きつける一匹の獣のようになっていた矢野が、その言葉に反応し、理沙子の骨盤をわしづかみにすると、自身の男根を深々と挿し貫いた。

「りさこ、っ、り、さこ！　うっ、出る、っ！」

「ひゃ、ああ、あぎ、いぐの、いってる、わたし、イって、るのぉ……」

　ぴたりと動きが止まり、理沙子は生温かい飛沫しぶきが最奥に広がっていくのを、朦もう朧ろうとした頭で受け止める。そんな緩やかな刺激すら、快楽に晒されすぎた理沙子には、絶頂を迎えさせられるのに充分だった。

（あ……、うれしい……。いっぱい……）

　太い男の欲望により限界まで開かれた膣口の、僅かな隙間からさえ溢れるほどの大量の精液を注がれて、理沙子は深い絶頂の淵にありながらも幸せを感じている。ちゅぽ、と音がして、引き抜かれた男根の感触と、崩れ落ちてくる矢野の大きな身体を抱きしめると、理沙子は抗えないほどの睡魔に身を委ねる。

　身体は汗と唾液と、その他の分泌液で汚れ、顔は唾液と涙でぐちゃぐちゃで、もうどうしようもないぐらいにみっともない状態で、二人はもつれ合い一緒に深淵へと意識を潜らせていった。




　陽光のさんさんと当たる中、潮風を受けながら、理沙子は甲板の手すりに上半身を預け、全裸で足を広げながら、後ろから貫かれていた。ふとももを精液か愛液か判別できないぬるい液体が伝い、理沙子の足元を汚していく。

　もう、何回二人は身体を繋げたのだろうか。この一昼夜、セックスをしてはそのまま寝落ちして、お腹が減れば軽食を口にし、時間が明けばまたセックスをする。そんな自じ堕だ落らくな休暇を、理沙子と矢野は過ごしていた。その場所も、初めは寝室だけだったのに、広い海の上という開放感からか、いつしか甲板の上でも盛ってしまうようになり、理性を飛ばながら乱れつづけている。

「りさ、きもちい、するたびに、君は、よくなって……る」

「うれし、い、ゆーごさん、ゆーごさんっ、あ、またイク、イクっ……」

　矢野の指が理沙子の胸元を這い、完全に開発された乳首を、形が変わるほどの強さで引っ張る。同時に膣が収縮し、矢野の精液を搾り取るように淫らに蠕ぜん動どうし、理沙子は絶頂を迎えた。

「あっ、んんっ!!　っ、ひぃぃ……ん……」

　もう、嬌声を上げつづけた喉は掠れて、か細い悲鳴をあげることしかできなくなっているが、快感はそのままで、理沙子の理性を焼き尽くしていく。

（だいすき）

「だいすき、ゆーごさん……」

　膝が抜け、崩れ落ちそうになる理沙子を片手で支え、矢野はまた彼女の唇を奪う。

「理沙子、おれも、愛してるよ……」

　陸に上がるまでは未だに数十時間の猶予がある。二人の蜜月ともいえるクルージングは、まだまだ続いていくのだった。
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